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＜ 旧カリキュラム表 ＞ 

教育内容 科目名 
Ⅰ部（昼間部） Ⅱ部（夜間部） 

選択必修 授業形態 
単位数 時間数 単位数 時間数 

基 

礎 

分 

野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

人文科学 
心理学 2 30 2 30 必 講 

文化人類学 2 30 2 30 必 講 

社会科学 社会福祉学 2 30 2 30 必 講 

自然科学 情報科学 2 30 2 30 必 講 

保健体育学 2 30 2 30 必 講 

外国語 
日常英語 2 30 2 30 必 講 

医学英語 2 30 2 30 必 講 

合   計 14 210 14 210  

   

専 

門 

基 

礎 

分 

野 

人体の構造と機能 

及び 

心身の発達 

解剖学 

解剖学Ⅰ 2 60 2 60 必 講 

解剖学Ⅱ 2 60 2 60 必 講 

機能解剖学 1 30 1 30 選 演 

生理学 

生理学Ⅰ 2 60 2 60 必 講 

生理学Ⅱ 2 60 2 60 必 講 

運動生理学 1 30 1 30 選 講 

運動学 

Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

Ⅲ 1 30 1 30 必 講 

Ⅳ 1 30 1 30 必 講 

生涯人間発達学 2 30 2 30 必 講 

小   計 16 450 16 450  

疾病と障害の成り

立ち 

及び 

回復過程の促進 

医学概論 2 30 2 30 必 講 

病理学概論 2 30 2 30 必 講 

内科学 2 30 2 30 必 講 

老年学 2 30 2 30 必 講 

整形外科学 
Ⅰ 2 30 2 30 必 講 

Ⅱ 2 30 2 30 必 講 

神経学 
Ⅰ 2 30 2 30 必 講 

Ⅱ 2 30 2 30 必 講 

臨床心理学 2 30 2 30 必 講 

精神医学 2 30 2 30 必 講 

薬理学 2 30 1 15 必 講 

コメディカル論 2 30 1 15 選 講 

小児科学 2 30 1 15 必 講 

リハビリテーション学 2 30 1 15 必 講 

小   計 28 420 24 360  

保健医療福祉と 

リハビリテーショ

ンの理念 

リハビリテーション障害論 2 30 1 15 Ⅰ部は選 講 

保健医療福祉制度論 2 30 1 15 Ⅰ部は選 講 

小   計 4 60 2 30  

合    計 48 930 42 840  
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教育内容 科目名 
Ⅰ部（昼間部） Ⅱ部（夜間部） 

選択必修 授業形態 
単位数 時間数 単位数 時間数 

専 

門 

分 

野 

基礎理学療法学 

理学療法概論 
Ⅰ 2 30 2 30 必 講 

Ⅱ 2 30 2 30 必 講 

理学療法研究論 2 30 2 30 必 講 

小   計 6 90 6 90  

理学療法評価学 

理学療法評価論 2 30 2 30 必 講 

理学療法評価論演習 1 30     必 演 

理学療法評価学 

Ⅰ 1 30 1 30 選 講 

Ⅱ 1 30 1 30 選 講 

Ⅲ 1 30 1 30 選 講 

Ⅳ 1 30 1 30 選 講 

Ⅴ 1 30 1 30 選 講 

小   計 8 210 7 180  

理学療法治療学 

病態運動学 
Ⅰ 2 30 2 30 必 講 

Ⅱ 2 30 2 30 必 講 

運動療法論 2 30 2 30 必 講 

運動療法論演習 1 30     必 演 

運動療法学 

Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

Ⅲ 1 30 1 30 必 講 

Ⅳ 1 30 1 30 必 講 

物理療法学 
Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

義肢装具学 
義肢学 3 45 2 30 必 講 

装具学 3 45 2 30 必 講 

臨床理学療法演習 
Ⅰ 2 60 2 60 必 演 

Ⅱ 2 60 2 60 必 演 

小   計 23 510 20 450  

地域理学療法学 

日常生活活動論 1 30 1 30 必 講 

日常生活活動論演習 1 30     選 演 

生活環境支援学 2 30 2 30 必 講 

生活環境支援学演習 1 30     選 演 

地域理学療法学 2 30 2 30 必 講 

小   計 7 150 5 90  

臨床実習 
臨床実習 

Ⅰ 1 45 1 45 必 実 

Ⅱ 1 45 1 45 必 実 

Ⅲ 5 225 5 225 必 実 

Ⅳ 14 630 14 630 必 実 

小   計 21 945 21 945  

合       計 65 1905 59 1755  

総       計 127 3045 115 2805  



3 

 

＜ 旧カリキュラム表（学年別：Ⅰ部） ＞ 

教育内容 科目名 

Ⅰ部（昼間部） 

合計 1年 2年 3年 
単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 

基
礎
分
野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

 

（規定単位数 14単位） 

人文科学 
心理学 2 30 2 30         

文化人類学 2 30 2 30         

社会科学 社会福祉学 2 30 2 30         

自然科学 情報科学 2 30 2 30         

保健体育学 2 30 2 30         

外国語 
日常英語 2 30 2 30         

医学英語 2 30 2 30         

合   計 14 210 14 210 0 0 0 0 
            

専
門
基
礎
分
野 

人体の構造と機能 

及び 

心身の発達 

 

（規定単位数 12単位） 

解剖学 

解剖学Ⅰ 2 60 2 60         

解剖学Ⅱ 2 60 2 60         

機能解剖学 1 30 1 30         

生理学 

生理学Ⅰ 2 60 2 60         

生理学Ⅱ 2 60 2 60         

運動生理学 1 30 1 30         

運動学 

Ⅰ 1 30 1 30         

Ⅱ 1 30 1 30         

Ⅲ 1 30 1 30         

Ⅳ 1 30 1 30         

生涯人間発達学 2 30 2 30         

小   計 16 450 16 450 0 0 0 0 

疾病と障害の成り立ち 

及び 

回復過程の促進 

 

（規定単位数 12単位） 

医学概論 2 30 2 30         

病理学概論 2 30 2 30         

内科学 2 30     2 30     

老年学 2 30     2 30     

整形外科学Ⅰ 2 30     2 30     

整形外科学Ⅱ 2 30     2 30     

神経学Ⅰ 2 30     2 30     

神経学Ⅱ 2 30     2 30     

臨床心理学 2 30     2 30     

精神医学 2 30     2 30     

薬理学 2 30     2 30     

コメディカル論 2 30     2 30     

小児科学 2 30     2 30     

リハビリテーション学 2 30     2 30     

小   計 28 420 4 60 24 360 0 0 

保健医療福祉と 

リハビリテーションの理念 

(規定単位数 2単位) 

リハビリテーション障害論 2 30 2 30         

保健医療福祉制度論 2 30 2 30         

小   計 4 60 4 60 0 0 0 0 

合    計     48 930 24 570 24 360 0 0 
            

専
門
分
野 

基礎理学療法学 

 

（規定単位数 6単位） 

理学療法概論 
Ⅰ 2 30 2 30         

Ⅱ 2 30     2 30     

理学療法研究論 2 30     2 30     

小   計 6 90 2 30 4 60 0 0 

理学療法評価学 

 

（規定単位数 5単位） 

理学療法評価論 2 30 2 30         

理学療法評価論演習 1 30     1 30     

理学療法評価学 

Ⅰ 1 30 1 30         

Ⅱ 1 30 1 30         

Ⅲ 1 30 1 30         

Ⅳ 1 30     1 30     

Ⅴ 1 30     1 30     

小   計 8 210 5 120 3 90 0 0 

理学療法治療学 

 

（規定単位数 20単位） 

病態 

運動学 

Ⅰ 2 30     2 30     

Ⅱ 2 30     2 30     

運動療法論 2 30     2 30     

運動療法論演習 1 30     1 30     

運動 

療法学 

Ⅰ 1 30     1 30     

Ⅱ 1 30     1 30     

Ⅲ 1 30     1 30     

Ⅳ 1 30     1 30     

物理 

療法学 

Ⅰ 1 30     1 30     

Ⅱ 1 30     1 30     

義肢 

装具学 

義肢学 3 45     3 45     

装具学 3 45     3 45     

臨床理学療法演習 
Ⅰ 2 60         2 60 

Ⅱ 2 60         2 60 

小   計 23 510 0 0 19 390 4 120 

地域理学療法学 

 

（規定単位数 4単位） 

日常生活活動論 1 30     1 30     

日常生活活動論演習 1 30     1 30     

生活環境支援学 2 30     2 30     

生活環境支援学演習 1 30     1 30     

地域理学療法学 2 30     2 30     

小   計 7 150 0 0 7 150 0 0 

臨床実習 

（規定単位数 18単位） 

臨床実習 

Ⅰ 1 45 1 45         

Ⅱ 1 45     1 45     

Ⅲ 5 225         5 225 

Ⅳ 14 630         14 630 

小   計 21 945 1 45 1 45 19 855 

合計   65 1905 8 195 34 735 23 975 

総計  127 3045 46 975 58 1095 23 975 
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＜ 旧カリキュラム表（学年別：Ⅱ部） ＞ 

教育内容 科目名 

Ⅱ部（夜間部） 

合計 1年 2年 3年 
単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 

基
礎
分
野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

 

（規定単位数 14単位） 

人文科学 
心理学 2 30 2 30         

文化人類学 2 30     2 30     

社会科学 社会福祉学 2 30 2 30         

自然科学 情報科学 2 30 2 30         

保健体育学 2 30     2 30     

外国語 
日常英語 2 30 2 30         

医学英語 2 30 2 30         

合   計 14 210 10 150 4 60 0 0 
            

専
門
基
礎
分
野 

人体の構造と機能 

及び 

心身の発達 

 

（規定単位数 12単位） 

解剖学 

解剖学Ⅰ 2 60 2 60         

解剖学Ⅱ 2 60 2 60         

機能解剖学 1 30 1 30         

生理学 

生理学Ⅰ 2 60 2 60         

生理学Ⅱ 2 60 2 60         

運動生理学 1 30 1 30         

運動学 

Ⅰ 1 30 1 30         

Ⅱ 1 30 1 30         

Ⅲ 1 30 1 30         

Ⅳ 1 30 1 30         

生涯人間発達学 2 30 2 30         

小   計 16 450 16 450 0 0 0 0 

疾病と障害の成り立ち 

及び 

回復過程の促進 

 

（規定単位数 12単位） 

医学概論 2 30 2 30         

病理学概論 2 30 2 30         

内科学 2 30 2 30         

老年学 2 30     2 30     

整形外科学Ⅰ 2 30     2 30     

整形外科学Ⅱ 2 30     2 30     

神経学Ⅰ 2 30     2 30     

神経学Ⅱ 2 30     2 30     

臨床心理学 2 30     2 30     

精神医学 2 30     2 30     

薬理学 1 15 1 15         

コメディカル論 1 15 1 15         

小児科学 1 15 1 15         

リハビリテーション学 1 15 1 15         

小   計 24 360 10 150 14 210 0 0 

保健医療福祉と 

リハビリテーションの理念 

(規定単位数 2単位) 

リハビリテーション障害論 1 15 1 15         

保健医療福祉制度論 1 15 1 15         

小   計 2 30 2 30 0 0 0 0 

合    計   42 840 28 630 14 210 0 0 
            

専
門
分
野 

基礎理学療法学 

 

（規定単位数 6単位） 

理学療法概論 
Ⅰ 2 30 2 30         

Ⅱ 2 30         2 30 

理学療法研究論 2 30     2 30     

小   計 6 90 2 30 2 30 2 30 

理学療法評価学 

 

（規定単位数 5単位） 

理学療法評価論 2 30 2 30         

理学療法評価論演習                 

理学療法評価学 

Ⅰ 1 30     1 30     

Ⅱ 1 30     1 30     

Ⅲ 1 30     1 30     

Ⅳ 1 30     1 30     

Ⅴ 1 30         1 30 

小   計 7 180 2 30 4 120 1 30 

理学療法治療学 

 

（規定単位数 20単位） 

病態運動学 
Ⅰ 2 30     2 30     

Ⅱ 2 30         2 30 

運動療法論 2 30     2 30     

運動療法論演習                 

運動療法学 

Ⅰ 1 30     1 30     

Ⅱ 1 30     1 30     

Ⅲ 1 30     1 30     

Ⅳ 1 30     1 30     

物理療法学 
Ⅰ 1 30     1 30     

Ⅱ 1 30         1 30 

義肢装具学 
義肢学 2 30     2 30     

装具学 2 30     2 30     

臨床理学療法演習 
Ⅰ 2 60         2 60 

Ⅱ 2 60         2 60 

小   計 20 450 0 0 13 270 7 180 

地域理学療法学 

 

（規定単位数 4単位） 

日常生活活動論 1 30     1 30     

日常生活活動論演習                 

生活環境支援学 2 30     2 30     

生活環境支援学演習                 

地域理学療法学 2 30         2 30 

小   計 5 90 0 0 3 60 2 30 

臨床実習 

（規定単位数 18単位） 

臨床実習 

Ⅰ 1 45 1 45         

Ⅱ 1 45     1 45     

Ⅲ 5 225         5 225 

Ⅳ 14 630         14 630 

小   計 21 945 1 45 1 45 19 855 

合計   59 1755 5 105 23 525 31 1125 

総計   115 2805 43 885 41 795 31 1125 
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＜ 新カリキュラム表 ＞ 

教育内容 科目名 
Ⅰ部（昼間部） Ⅱ部（夜間部） 

選択必修 授業形態 
単位数 時間数 単位数 時間数 

基 

礎 

分 

野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

人文科学 
心理学 2 30 2 30 必 講 

文化人類学 2 30 2 30 必 講 

社会科学 社会福祉学 2 30 2 30 必 講 

自然科学 情報科学 2 30 2 30 必 講 

保健体育学 2 30 2 30 必 講 

外国語 
日常英語 2 30 2 30 必 講 

医学英語 2 30 2 30 必 講 

合   計 14 210 14 210  

   

専 

門 

基 

礎 

分 

野 

人体の構造と機能 

及び 

心身の発達 

解剖学 
解剖学Ⅰ 2 60 2 60 必 講 

解剖学Ⅱ 2 60 2 60 必 講 

生理学 
生理学Ⅰ 2 60 2 60 必 講 

生理学Ⅱ 2 60 2 60 必 講 

運動学 

Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

Ⅲ 1 30 1 30 必 講 

Ⅳ 1 30 1 30 必 講 

小   計 16 450 16 450  

疾病と障害の成り

立ち 

及び 

回復過程の促進 

人間発達学 1 30 1 30 必 講 

医学概論 1 30 1 30 必 講 

病理学概論 1 30 1 30 必 講 

薬理学 1 30 1 30 必 講 

内科学Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

内科学Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

整形外科学Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

整形外科学Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

神経学 1 30 1 30 必 講 

臨床科学 1 30 1 30 必 講 

臨床心理学 1 30 1 30 必 講 

精神科学 1 30 1 30 必 講 

小児科学 1 30 1 30 必 講 

リハビリテーション学 1 30 1 30 必 講 

小   計 14 420 14 420  

保健医療福祉と 

リハビリテーショ

ンの理念 

リハビリテーション障害論 1 30 1 30 必 講 

保健医療福祉制度論 1 30 1 30 必 講 

コメディカル論 1 30 1 30 必 講 

地域包括ケア論 1 30 1 30 必 講 

小   計 4 120 4 120  

 合   計 30 900 30 900  
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教育内容 科目名 
Ⅰ部（昼間部） Ⅱ部（夜間部） 

選択必修 授業形態 
単位数 時間数 単位数 時間数 

専 

門 

分 

野 

基礎理学療法学 

理学療法概論 
Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

理学療法研究論 1 30 1 30 必 講 

機能解剖学 1 30 1 30 必 演 

運動生理学 1 30 1 30 必 講 

運動療法論 1 30 1 30 必 講 

小   計 6 180 6 180  

理学療法管理学 

理学療法管理学Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

理学療法管理学Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

小   計 2 60 2 60   

理学療法評価学 

理学療法評価論 1 30 1 30 必 講 

理学療法評価学 

Ⅰ 1 30 1 30 選 講 

Ⅱ 1 30 1 30 選 講 

Ⅲ 1 30 1 30 選 講 

Ⅳ 1 30 1 30 選 講 

Ⅴ 1 30 1 30 選 講 

小   計 6 180 6 180  

理学療法治療学 

病態運動学 
Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

運動療法学 

Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

Ⅲ 1 30 1 30 必 講 

Ⅳ 1 30 1 30 必 講 

Ⅴ 1 30 1 30 必 講 

Ⅵ 1 30 1 30 必 講 

物理療法学 
Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

義肢装具学 
義肢学 1 30 1 30 必 講 

装具学 1 30 1 30 必 講 

理学療法特論 
Ⅰ 1 30 1 30 必 講 

Ⅱ 1 30 1 30 必 講 

臨床理学療法演習 

Ⅰ 1 30 1 30 必 演 

Ⅱ 2 60 2 60 必 演 

Ⅲ 1 30 1 30 必 演 

小   計 20 600 20 600  

地域理学療法学 

日常生活活動論 1 30 1 30 必 講 

生活環境支援学 1 30 1 30 必 講 

地域理学療法学 1 30 1 30 必 講 

小   計 3 90 3 90  

臨床実習 
臨床実習 

Ⅰ 1 45 1 45 必 実 

Ⅱ 1 45 1 45 必 実 

Ⅲ 6 270 6 270 必 実 

Ⅳ 16 720 16 720 必 実 

小   計 24 1080 24 1080  

合       計 61 2190 61 2190  

総       計 105 3300 105 3300  
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＜ 新カリキュラム表（学年別：Ⅰ部・Ⅱ部共通） ＞ 

教育内容 科目名 

Ⅰ部（昼間部） 

合計 1年 2年 3年 
単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 

基
礎
分
野 

科学的思考の基礎 

人間と生活 

社会の理解 

 

（規定単位数 14単位） 

人文科学 
心理学 2 30 2 30         

文化人類学 2 30 2 30         

社会科学 社会福祉学 2 30 2 30         

自然科学 情報科学 2 30 2 30         

保健体育学 2 30 2 30         

外国語 
日常英語 2 30 2 30         

医学英語 2 30 2 30         

合   計 14 210 14 210 0 0 0 0 
            

専
門
基
礎
分
野 

人体の構造と機能 

及び 

心身の発達 

 

（規定単位数 12単位） 

解剖学 
解剖学Ⅰ 2 60 2 60         

解剖学Ⅱ 2 60 2 60         

生理学 
生理学Ⅰ 2 60 2 60         

生理学Ⅱ 2 60 2 60         

運動学 

Ⅰ 1 30 1 30         

Ⅱ 1 30 1 30         

Ⅲ 1 30 1 30         

Ⅳ 1 30 1 30         

小   計 12 360 12 360 0 0 0 0 

疾病と障害の成り立ち 

及び 

回復過程の促進 

 

（規定単位数 14単位） 

人間発達学 1 30 1 30     

医学概論 1 30 1 30         

病理学概論 1 30 1 30         

薬理学 1 30     1 30     

内科学Ⅰ 1 30     1 30     

内科学Ⅱ 1 30     1 30     

整形外科学Ⅰ 1 30     1 30     

整形外科学Ⅱ 1 30     1 30     

神経学 1 30     1 30     

臨床科学 1 30     1 30     

臨床心理学 1 30     1 30     

精神科学 1 30     1 30     

小児科学 1 30     1 30     

リハビリテーション学 1 30     1 30     

小   計 14 420 3 90 11 330 0 0 

保健医療福祉と 

リハビリテーションの理念 

(規定単位数 4単位) 

リハビリテーション障害論 1 30 1 30         

保健医療福祉制度論 1 30 1 30         

コメディカル論 1 30     1 30     

地域包括ケア論 1 30   1 30   

小   計 4 120 2 60 2 60 0 0 

合   計  30 900 17 510 13 390 0 0 
            

専
門
分
野 

基礎理学療法学 

 

（規定単位数 6単位） 

理学療法概論 
Ⅰ 1 30 1 30         

Ⅱ 1 30     1 30     

理学療法研究論 1 30     1 30     

機能解剖学 1 30 1 30     

運動生理学 1 30 1 30     

運動療法論 1 30     1 30   

小   計 6 180 4 120 2 60 0 0 

理学療法管理学 

 

（規定単位数 2単位） 

理学療法管理学 
Ⅰ 1 30   1 30   

Ⅱ 1 30   1 30   

小   計 2 60 0 0 2 60 0 0 

理学療法評価学 

 

（規定単位数 6単位） 

理学療法評価論 1 30 1 30         

理学療法評価学 

Ⅰ 1 30 1 30         

Ⅱ 1 30 1 30         

Ⅲ 1 30 1 30         

Ⅳ 1 30     1 30     

Ⅴ 1 30     1 30     

小   計 6 180 4 120 2 60 0 0 

理学療法治療学 

 

（規定単位数 20単位） 

病態運動学 
Ⅰ 1 30     1 30     

Ⅱ 1 30     1 30     

運動療法学 

Ⅰ 1 30     1 30     

Ⅱ 1 30     1 30     

Ⅲ 1 30     1 30     

Ⅳ 1 30     1 30     

Ⅴ 1 30   1 30   

Ⅵ 1 30   1 30   

物理療法学 
Ⅰ 1 30 1 30       

Ⅱ 1 30     1 30     

義肢装具学 
義肢学 1 30     1 30     

装具学 1 30     1 30     

理学療法特論 
Ⅰ 1 30 1 30     

Ⅱ 1 30   1 30   

臨床理学療法学 2 60     2 60 

臨床理学療法演習 

Ⅰ 1 30      1 30    

Ⅱ 2 60         2 60 

Ⅲ 1 30     1 30 

小   計 20 600 2 60 13 390 5 150 

地域理学療法学 

 

（規定単位数 3単位） 

日常生活活動論 1 30     1 30     

生活環境支援学 1 30     1 30     

地域理学療法学 1 30     1 30     

小   計 3 90 0 0 3 90 0 0 

臨床実習 

（規定単位数 20単位） 

臨床実習 

Ⅰ 1 45 1 45         

Ⅱ 1 45     1 45     

Ⅲ 6 270         6 270 

Ⅳ 16 720         16 720 

小   計 24 1080 1 45 1 45 22 990 

    合   計  61 2190 11 345 23 705 27 1140 

総    計 105 3300 42 1065 36 1095 27 1140 
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＜ 教 科 担 当 ＞ 

 科目名 Ⅰ部（昼間部） Ⅱ部（夜間部） 

基 

礎 

分 

野 

人文科学 
心理学 菅  吉基 菅  吉基 

文化人類学 松原 隆治 松原 隆治 

社会科学 社会福祉学 岩崎 克司 水谷 優子 

自然科学 情報科学 八並 真澄 八並 真澄 

保健体育学 中村 秀道 中村 秀道 

外国語 
日常英語 小林 信子 ローレン・ランズベリー 

医学英語 アクター・シャーミン アクター・シャーミン 

専 

門 

基 

礎 

分 

野 

解剖学 
解剖学Ⅰ 長谷川義美 長谷川義美 

解剖学Ⅱ 長谷川義美 長谷川義美 

生理学 
生理学Ⅰ 渡邊 和子 渡邊 和子 

生理学Ⅱ 渡邊 和子 渡邊 和子 

運動学 

Ⅰ 水上 志帆 中川  仁 

Ⅱ 長岡 正和 中山 直輝 

Ⅲ 水上 志帆 堀田 昌志 

Ⅳ 沼倉   功 本保  真 

人間発達学 坂口 勇人 三宅わか子 

医学概論 野々垣常正 中野  博 

病理学概論 亀山洋一郎 秋山 芳夫 

薬理学 矢島 道夫 野々垣常正 

内科学 
Ⅰ 波多野 敬 古山 明夫 

Ⅱ 波多野 敬 古山 明夫 

整形外科学 
Ⅰ 奥村  猛 山田 守正 

Ⅱ 奥村  猛 山田 守正 

神経学 道勇  学 道勇  学 

臨床科学 山中 克己 
安田 宗義・前田 憲幸・伊藤 元一 

高須俊太郎・永谷 哲也・岸田 悠吾 

臨床心理学 菅  吉基 菅  吉基 

精神科学 波多野 敬 奥代 啓太 

小児科学 山田 宣夫 山田 宣夫 

リハビリテーション学 

梶原 敏夫 梶原 敏夫 

中野  博  

古川 公宣  

リハビリテーション障害論 沼倉  功 本保  真 

保健医療福祉制度論 三宅 わか子 中山 直輝 

コメディカル論 

村瀬 幸恵 村瀬 幸恵 

大島  安 大島  安 

大坪 寛知 橋口  勝 

松永 純也  

中川  仁 中川  仁 

  

地域包括ケア論   
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 科目名 Ⅰ部（昼間部） Ⅱ部（夜間部） 

専 

門 

分 

野 

理学療法概論 
Ⅰ 長岡 正和 中山 直輝 

Ⅱ 豊田 愼一 野田 将嗣 

理学療法研究論 沼倉  功 中川  仁 

機能解剖学 水上 志帆 野田 将嗣 

運動生理学 坂口 勇人 本保  真 

運動療法論 長岡 正和 三宅わか子 

運動療法論演習 
岸川 典明・村橋 淳一・八木 幸一

飯田 博己・野田 将嗣・山本 佳司 
 

理学療法管理学 
Ⅰ   

Ⅱ   

理学療法評価論 沼倉 功 中山 直輝 

理学療法評価論演習 沼倉 功  

理学療法評価学 

Ⅰ 野田 将嗣 野田 将嗣 

Ⅱ 沼倉  功 籾内 真二 

Ⅲ 水上 志帆 本保  真・中川  仁 

Ⅳ 一柳 雅仁 一柳 雅仁 

Ⅴ 三宅わか子 三宅わか子 

病態運動学 
Ⅰ 豊田 愼一 豊田 愼一 

Ⅱ 長岡 正和 中川  仁 

運動療法学 

Ⅰ 水上 志帆 沼倉  功 

Ⅱ 長岡 正和 野田 将嗣 

Ⅲ 中山 直輝 長岡 正和 

Ⅳ 一柳 雅仁 一柳 雅仁 

Ⅴ   

Ⅵ   

物理療法学 
Ⅰ 豊田 愼一 野田 将嗣 

Ⅱ 保村  豊 保村  豊 

義肢装具学 
義肢学 坂口 勇人 坂口 勇人 

装具学 中川  仁 中川  仁 

理学療法特論 
Ⅰ 一柳 雅仁 三宅わか子 

Ⅱ   

臨床理学療法学   

臨床理学療法演習 

Ⅰ 内部教員 内部教員 

Ⅱ 内部教員 内部教員 

Ⅲ   

日常生活活動論 保村  豊 保村  豊 

生活環境支援学 豊田 愼一 中山 直輝 

地域理学療法学 水上 志帆 本保  真 

  

Ⅰ部 2 年生：生活支援学演習   豊田 愼一 

Ⅰ部 2 年生：運動療法論演習   沼倉 功 

Ⅰ部 2 年生：日常生活活動論演習 保村 豊 

Ⅰ部 2 年生：PNF        保村 豊 

Ⅱ部 2 年生：PNF        保村 豊 

Ⅰ部 2 年生：運動療法演習    野田 将嗣 

Ⅰ部 2 年生：合同セミナーⅠⅡ  本保 真 
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【基礎分野】心理学 

担当講師 菅 吉基 対象学年 Ⅰ部・Ⅱ部 1 年 

概  要 本講では知覚、感情、記憶、思考など様々な観点から人間の心について講義する。 

心理学の知識を得ることで、理学療法士として、人の行動と心理を理解することに役立

てられるようにする。 

学習到達目標 ① 歴史について説明できる 

② 防衛機制と転移について説明できる 

③ 発達過程を踏まえた学習、記憶、行動について説明できる 

教 科 書 『現代心理学の基礎と応用―人間理解と対人援助―』    

芝垣正光・目黒達哉編  樹村房 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義最終試験（定期試験）100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 心理学とは何かについて理解する。 

 

2 視覚、幾何学的錯視、仮現運動、誘導運動について理解する。 

 

3 聴覚、子供の知覚、奥行知覚について理解する。 

 

4 レスポンデント行動とオペラント行動について理解する。 

 

5 般化と分化、観察学習、洞察学習について理解する。 

 

6 知能、スピアマンの 2 因子説、サーストンの７因子説について理解する。 

 

7 知能の測定、創造性について理解する。 

 

8 感覚記憶、短期記憶、長期記憶について理解する。 

 

9 意味記憶、エピソード記憶、手続き記憶について理解する。 

 

10 ジェームズ・ランゲ説、感情の表出と読み取りについて理解する。 

 

11 感情の発達、欲求と動機付けについて理解する。 

 

12 性格の形成、遺伝的要因、環境的要因について理解する。 

 

13 ストレスと自我防衛機制、転移について健康管理も踏まえて理解する。 

 

14 心理学の歴史の始まり、行動主義について理解する。 

 

15 心理学の歴史の流れ、ゲシュタルト心理学について理解する。 
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【基礎分野】文化人類学 

担当講師 松原 隆治 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年・Ⅱ部 2年 

概  要 人間社会の多様な生活様式や価値観について学び，自分自身のものの見方・考え方がい

かに狭いものかを知る．そのうえで，さらに文化を深く理解することを目指す．これに

より，将来，医療の現場で外国人に接したときに，あまり偏見を持たずに対応すること

ができるはずである． 

学習到達目標 自分自身の考えや価値観にとらわれることなく，良好な人間関係の仕組みや信頼関係の

構築の観点で他人のそれを理解し尊重しようとすることができるようになる． 

教 科 書 講師作成の資料を配布する．参考文献は，適宜，紹介する． 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義内容確認レポート 50％，定期試験 50％ 

定期試験では，論述問題を出題する予定． 

＜評価基準＞ 

レポートと定期試験の総合点で評価し，60 点以上を合格とする． 

 

授業計画  

回数 内容 

1 文化人類学とはどんな学問か，また文化人類学の実用性を理解する．そのう

えで文化が人間の思考・行動を規定していることを理解する． 

2 フランス，イギリス，アメリカ，日本における文化人類学の歴史を知る．

あわせて贈答，通過儀礼の概要を理解する。 

3 世界には狩猟採集，牧畜，農耕などの生業があり，生業によってものの見方

や考え方が違うことを理解する．モンゴルの遊牧民の例を知る． 

4 世界の様々な衣食住について理解する．また、衣食住それぞれの変遷・意

味・種類を理解する． 

5 家族と親族について理解する．特に婚姻の様相，父系制，母系制，結婚相手

の制約，相続の在り方について理解する． 

6 セックス，ジェンダー，セクシュアリティについて理解する。あわせて、最

近の性と生殖の分離，生殖革命，家族，結婚，LGBTに関しても理解する． 

7 医療と文化について知る．ヒポクラテスによる医療の萌芽，世界各地の民

族医療について理解する．優生学，ハンセン病とその問題を理解する． 

8 超自然観と宗教，呪術について理解する．さらに民族宗教と世界宗教につい

ても知識を整理し、特にイスラム教についての知識を深める． 

9 人類の移動の要因を理解する．現代社会のグローバル化にともなう共生の問

題を理解する．最近各地で活発化しているポピュリズムについても知る． 

10 国際化が進む一方で、移民・難民に対して排斥運動がおこっている．自民

族中心主義・文化相対主義を知り、共生の道を考える． 

11 観光は平和へのパスポート，といわれるように，観光は世界平和、相互理解、

共生への近道である。観光現象，文化遺産，文化政策について理解する． 

12 文化人類学者は，フィールドワークにより参与観察をし民族誌をまとめる．

フィールドワークがどんなものかを知り、民族誌を読む． 

13 文化人類学と民俗学の違いを理解する．日本民俗学の父といわれる柳田国

男の遠野物語を読む．周圏論を理解する．宮本常一の業績も知る． 

14 国際化の中で日本文化を考えるとき，日本文化が特殊といわれるが，本当

か確認する．グローバルスタンダードと日本スタンダードも理解する． 

15 民族性や国民性がどんなもので，どのように形成されるか理解する．日本

人の心理，国民性（風土，タテ社会、甘え）などについて理解する． 
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【基礎分野】社会福祉学 

担当講師 岩崎 克司 対象学年 1 部 1 年 

概  要 

 

テーマ：社会福祉の基礎的な理解及び医療•看護と社会福祉の連携を学ぶ。 

社会福祉学は、本学院の理学療法士養成の課程に位置づけられ、専門職としての理学

療法サービス展開のうえで、福祉分野の基礎分野として位置づけられている。本科目が

「人間と生活」の社会科学の一つとされているのは、人と人とのつながり、人の生活に

関わりがある学問だからである。本科目の学習を通して、理学療法士が対象とする患者

理解と専門科目理解へと役立つに違いない。本講義は、社会福祉学の入門として位置づ

け、社会福祉への問題関心を喚起し、学習意欲を高めることをねらいとする。  

学習到達

目標 

① 現代における社会保障及び社会福祉を支えている仕組みや特徴を学び、 

 基礎的な理解する。 

②生活や環境の観点から社会福祉に関する制度とサービスの提供システムを学び、理解

する。 

③社会福祉実践の理念として社会福祉援助を学び、理解する。 

④現代における医療•看護などの専門職および非専門職と社会福祉の連携を学び。理解す

る。 

教 科 書 系統看護学講座 専門基礎分野  

『社会保障・社会福祉 健康支援と社会保障制度〔３〕』（医学書院） 

評価方法  評価方法は、次の４点に基づいて評価する。 

① 平常点（授業における学習態度及び授業時に提出を求める感想文の内容等を考慮す

る。）講義の出席率                  10% 

② 提出課題（科目理解のための課題を授業中に教員から提示する） 10% 

③ レポート（詳細は、講義中に告知し、講義開講中に１回実施）。   40% 

④ 定期試験（本科目開講時期に 1 回）              40% 

以上の内容で評価し、６０点以上を合格とする。 

授業計画 第 1回 オリエンテーション：社会福祉に関するキーワード、 ※シラバス 

第 2回 社会福祉の歴史 

第 3回 社会保障制度と社会福祉１ 

第 4回 社会保障制度と社会福祉２ 

第 5回 現代社会の変化と社会保障 

第 6回 社会保障・社会福祉の動向 

第 7回 医療保障１ 

第 8 回 医療保障２ 

第 9 回 介護保障 

第 10 回 就労支援を含めた公的扶助 

際 11 回 社会福祉の分野（高齢者•障害者•児童家庭）と対象者の基本的権利およびサー

ビスについて 

第 12 回 社会福祉実践と医療・看護（社会福祉援助と援助の検討課題）（自己決定権の

意義を踏まえて） 

第 13 回 医療・看護との連携１医療ソーシャルワーカーとの連携（インフォームドコン

セントの意義と必要性を踏まえて）  

第 14 回 医療・看護との連携２医療ソーシャルワーカーとの連携 ※DVD 

第 15 回 まとめ 

受講上の

注意と 

講師から

の希望 

 第１回の講義に必ず持参する物はテキストおよび本講義概要（シラバス）。A４サイズ

のノートを準備するのが望ましい。日頃から、新聞を読む習慣をつけ、社会の動き、と

りわけ社会福祉や社会保障の動向に関心を持って読むように心がけてください。テキス

トの事前に予告した所も読んでください。 
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【基礎分野】社会福祉学 

担当講師 水谷 優子 対象学年 Ⅱ部 1 年 

概  要 社会福祉の背景と沿革を知り、現在の社会福祉と今後の社会福祉の在り方を考えること

ができるような総合的な知識の修得を目指す。 

学習到達目標 ①社会福祉の背景と沿革が理解できる。 

②国民の生活ならびに健康を支える社会保障を専門職・非専門職のかかわりから理解で

きる。 

③対象者中心の視点からさまざまな障害者に対する福祉サービスが理解できる。 

教 科 書 授業中に配布するプリント教材を活用する。 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 社会福祉の背景と沿革について学修する。 

 

2 国民の生活を支える社会保障について学修する。 

 

3 高齢者福祉論の概要について学修する。 

 

4 介護保険制度を理解する①。 

 

5 介護保険制度を理解する解②。 

 

6 障害者福祉論の概要について学修する。 

 

7 障害者総合支援法を理解する。 

 

8 身体障害者の福祉（肢体不自由を中心に）について学修する。 

 

9 身体障害者の福祉（内部障害者を中心に）について学修する。 

 

10 精神障害者の福祉について学修する。① 

 

11 精神障害者の福祉について学修する。② 

 

12 児童福祉論を理解する。 

 

13 公的扶助制度を理解する。 

 

14 地域福祉論を理解する。 

 

15 社会福祉援助技術を理解する。 
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【基礎分野】情報科学 

担当講師 八並 真澄 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 パソコンの基礎、インターネット（メール・Web サイト検索）、Word、Excel、

PowerPoint 

学習到達目標 在学中、また理学療法士として就職後に必要となる、最低限のパソコンスキルを身

に付ける。 

各ソフトの特徴を生かし、様々な資料作成・記録・データ分析が可能となること。 

データを扱ううえでの個人情報についての基礎を身に着ける。 

課題制作を通して課題対応力の素地を養う。 

教 科 書 例題 35+演習問題 65 

しっかり学ぶ Word/Excel/PowerPoint 標準テキスト 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

Word（ビジネス文書作成）：最終日試験 30％ 

Excel（集計表・グラフ作成）：最終日試験 30％ 

PowerPoint（プレゼンテーション資料の作成）：課題提出 40％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し 60点以上を合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 Windows 基礎 

文字入力（e-typing サイト、タイピングソフト使用） 

2 ファイル・フォルダの取り扱い 

Web ブラウザ使用方法（検索方法・お気に入り等） 

3 Word 基礎 

ビジネス文書作成（文字・段落編集・印刷・保存・PDF・パスワード設定） 

4 Word 基礎 

smartArt 図解、図形、画像挿入 

5 Word 基礎 

スクリーンショット、表作成 

6 Word 基礎 

様々な文書作成（案内文書・ポップ、はがき作成等） 

7 Excel 基礎 

データ入力、数式入力、書式設定 

8 Excel 基礎 

基本的な関数（SUM・AVERAGE・COUNT 等） 

9 Excel 基礎 

応用的な関数（IF・COUNTIF・SUMIF 等） 

10 Excel 基礎 

グラフ作成・印刷 

11 Excel 基礎 

データベース（並べ替え・抽出・置換） 

12 Excel 基礎 

復習問題（成績表・売上表等） 

13 PowerPoint 基礎 

スライド作成・アニメーション設定 

14 PowerPoint 基礎 

プレゼンテーション技法 

15 PowerPoint 課題制作 

課題テーマに合わせて、5 枚上のプレゼンテーション資料の作成 
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【基礎分野】保健体育学 

担当講師 中村 秀道 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年・Ⅱ部 2年 

概  要 心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的な実践を

通して、生涯にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに、健康の保

持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある生活を営む態

度を育てる。 

学習到達目標 保健では、個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようする。また

体育では、各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを

深く味わうことができるようにするとともに、体の調子を整え、体力の向上を図り、公

正、協力、責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育

てる。 

教 科 書 配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

レポート 45％、体育実技 45％、講義出席率 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 健康の考え方と成り立ち 

私たちの健康のすがた 

2 体育実技 1 

 

3 健康に関する意思決定・行動選択と環境づくり 

生活習慣病とその予防 

4 体育実技 2 

 

5 食事と健康 

活動を営む上での精神・心理機能を鑑みた運動・休養と健康 

6 体育実技 3 

 

7 喫煙・飲酒と健康 

薬物乱用と健康 

8 体育実技 4 

 

9 感染症とその予防 

人間にとって「動く」とは何か 

10 体育実技 5 

 

11 スポーツの始まりと変遷 

信頼関係の構築と協働作業の実践を踏まえたスポーツ文化の楽しみ方 

12 体育実技 6 

 

13 オリンピックと国際理解 

スポーツと経済 

14 体育実技 7 

 

15 ドーピングとスポーツ倫理 
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【基礎分野】日常英語 

担当講師 小林 信子 対象学年 Ⅰ部 1 年 

概  要 英語学習へ新たな動機づけを行い、中・高レベルの EGP を復習しながら、理学療法士が働く医療現

場で求められる自立的な ESP 能力の基礎づくりを目指し講義を進める。 

学習到達目標 1. 理学療法士の職場によくある場面を想定し、既得の EGP 能力を活かした意思疎通ができる。 

2. 英会話 (Spoken/Informal)と英文書(Written/Formal)の差異を認識した使い分けができる。 

3. 上項 1～2を通じ、職業スキルとして異文化間コミュニケーションへの自主的取組みができる。 

教 科 書 講師作成の印刷教材（15 講）を使用する。 

評価方法 
＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト#1（小テスト）10％、講義確認テスト#2（小テスト兼模擬テスト）10％ 

講義出席率 10％、講義最終試験（定期試験）70％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し, 60点以上を合格とする。 

授業計画 

 

回数 内容 

1 

授業進行案内。EGP から EPG へ。医療現場が求める英語４技能意（アンケート調査よ

り自己研鑽の必要性を学ぶ）。音声器官、有声 vs 無声、母音 vs 子音。発音練習：「イ」

と「エ」に似た母音 

2 
医療現場にみられるカタカナ用語（歴史的背景と意義）。発音練習:「ア」に似た母音。 

会話編 L1-KY：前置詞の使い方、第Ⅱ文型を作る動詞 (be, seem, sound, look, feel) 

3 
発声方法と話者の態度(You-Attitude)。母音発音：リズム言語のアクセントとイントネ

ーション。〈曖昧母音〉/ə/。会話編 L1-D1：“What is health?” (WHO の定義) 

4 
母語としての英語 vs 国際共通語としての英語。発音練習：「ウ」と「オ」に似た母音。

会話編 L2-KW~D1: “Hello! I’m your physical therapist.” (担当患者に自己紹介) 

5 
発音練習：〈短母音・長母音・二重母音〉。会話編 L2-D2: “I’m …, Chief Physical 

Therapist.” (役職の紹介。相手の気持ちに寄り添う表現。仮定法を上手に利用する) 

6 
発音練習：子音〈破裂音〉、動詞語尾の発音変化(/-d/, /-id/, /-t/)。会話編 L3-KW~D1: “May 

I help you?” (丁寧な問いかけと婉曲表現 Would you? I would like you to …? ) 

7 
発音：子音〈摩擦音〉/h/, /f/, /v/と〈歯擦音〉/θ/と/∂/。会話編 L3-D2~3: “Would you tell 

me WH-close S+V?” (患者の受付と案内、予約の確認)。「小テスト#1」（約 30分） 

8 
「小テスト#1」結果講評。発音練習：〈摩擦音〉/s/- /z/, /ʃ/-/ʒ/。会話編 L4-D1: “If you don’t 

feel well, please let me know.” (第Ⅴ文型の使役動詞：have, get, make, let) 

9 
発音練習：子音〈破擦音〉/ts/-/dz/, /tʃ/-/dʒ/。会話編 L4-SD1: “If you feel any pain ..., just 

let me know.”（相手の容態を気づかう声かけ、SD 練習法の導入とペアワーク） 

10 
発音：子音〈流音〉/l/-/r/。会話編 L5-D1: “Is this the … surgery department?” （Yes-No

が明確な受け答え表現）。L5-SD1:（いろいろな診療科と専門医を表す英語） 

11 
発音：子音〈鼻音〉/m/-/n/,〈歯茎音〉/ŋ/,〈半母音〉/j/-/w/。会話編 L5-SD2: “Now, will 

you go to …?”（院内施設案内）。L5-SD3: “He’s not available ...”（担当者が留守の時） 

12 

会話編 L6-D1~2: Answering Phonecalls（他者と協力して電話応対の基礎を身に付け

る）。文書編：話し言葉(Spoken/Informal)と書き言葉(Written/Formal)の差を認め類別

利用する。「５つの C」。 

13 
会話編 L7-KW~D1: Encouraging Your Patient（患者を励まして回復・訓練を促す）。 

文書編：日・英の文書比較。英文書の主要素と配置。文書レイアウトの歴史と発展。 

14 
会話編 L7-SD4: “… will be effective.”（療法と処置の英語）。文書編：電子情報（ウェ

ブ英語）の信頼性。Text message と Acronyms の使用。「小テスト#2」（約 40 分） 

15 

「小テスト#2」結果講評。文書編：多様なニュース源から要領よく必要情報を自主的に

掴む。筆記試験に強くなる（出題形式・図やグラフによる複線化・推論力・じっくり読

解） 

 ・講義前半は教材の会話編のみ、後半から会話編・文書編を並行して授業を進める。 
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【基礎分野】日常英語 

担当講師 ローレン・ランズベリー 対象学年 Ⅱ部 1 年 

概  要 Students will work in groups and pairs to learn and use real English. Speaking and 

listening skills will be the focus of this course that will prepare the students for using 

everyday English in the future for their lives and careers.   

学習到達目標 Students will learn to ask questions and express themselves in certain situations. At the 

end of the course students will be able to carry out simple conversations using everday 

English. 

教 科 書 All materials will be provided.  

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

Participation & Attendance: 15% 

Homework: 25% 

Assessment #1: 15% 

Assessment #2: 15% 

Final Assessment: 30%  

 

＜評価基準＞ 

AA = 90% - 99%, A = 80% - 89%, B = 70% - 79%, C = 60 – 69%  

You must get more than 60% to pass this course.  

 

授業計画  

回数 内容 

1 Course orientation, syllabus, getting to know you activities 

2 Self-Introductions 

3 Introducing others 

4 Appearances/Talking about people  

5 Likes & Dislikes 

Assessment #1 

6 Food – Going to a restaurant 

7 Asking for and giving directions – part I 

8 Asking for and giving directions – part I 

9 Shopping – part I 

10 Shopping – part II 

11 Making plans – part I 

Assessment #2 

12 Making plans – part II 

13 Jobs & abilities  

14 Health – Going to the doctor 

15 Course revision & Final assessment 
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【基礎分野】医学英語 

担当講師 アクター・シャーミン 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 The lessons will help students to remember basic English that is essential in 

Rehabilitation Medicine. 

学習到達目標 To read and understand Rehabilitation journals in English.  

To write scientific papers in English. 

To communicate Non-Japanese patients in English. 

To cooperate with others and make the good human relations through a lecture. 

To find a necessary problem by English documents reading and understanding. 

教 科 書 ステッドマン医学大辞典 改訂第 6 版（MEDICAL VIEW） 

医療職が覚えておきたい 運動・動作の英語表現（医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

Class attendance and term final examination. 

＜評価基準＞ 

More than 60 % passes. 

授業計画  

回数 内容 

1 基本構造・基本用語（A fabric, basic term & Text book  

2 基本用語（A fabric, basic term & Text book 

3 骨名称（The name of the bone）& Text book 

4 関節の名称と運動方向（The name of the joint，Direction of the exercise）& Text 

book 

5 筋の名称（The name of the muscle）& Text book 

6 筋の名称（The name of the muscle）& Text book 

7 神経の名称（The name of the nerve）& Text book 

8 姿勢の分類（Classification of the posture）& Text book 

9 歩行分析に関する用語（Term about the walk）& Text book 

10 ICIDH（ International Classification of Impairments, Disabilities and Handicaps）& 

Text book 

11 ICF（International Classification of Functioning, Disability and Health） 

& Text book 

12 Human body organ systems & Text book 

13 ICF（International Classification of Functioning, Disability and Health） 

The medical type of job & Text book 

14 カルテ用語（Term of the medical record）& Text book 

15 文献訳（English documents reading and understanding）& Text book 
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【専門基礎分野】解剖学Ⅰ 

担当講師 長谷川 義美 対象学年 Ⅰ部・Ⅱ部 1 年 

概  要 解剖学は人体の正常な形態と構造について学ぶもので、医療系学生にとって基礎医学の

中でも最重要科目のひとつである。解剖学 I では組織学総論・運動器系 (骨格系・筋系)・

神経系・および循環器系について学修する。 

学習到達目標 理学療法士として知っておくべき身体構造のうち運動器・神経系・循環器との連関につ

いて学修し、国家試験合格、更には臨床でも応用のきく療法士を目指して教授された内

容の把握に努めること。 

教 科 書 教科書：標準理学療法学・作業療法学「解剖学」第 5 版 医学書院 

「解剖学カラーアトラス」第 8版 J. W. Rohen 他 医学書院 

「PT・OT のための多肢選択問題集 解剖学」第 11 版 一粒書房 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

毎回、前回の復習テストを実施（30％）、各分野において中間試験を行う（70％） 

基準以下の学生には再試験を行う。 

＜評価基準＞ 

各分野で 100点、400点満点中 240 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 解剖学総論：人体の大要と解剖学用語について理解する。 

人体の構成：細胞および三大分子の構造について説明できる。 

2 人体の構成：細胞周期・細胞分裂について説明できる。組織・器官につい 

て理解できる。人体の器官系が説明できる。発生の仕組みが分かる。 

3 骨学・関節学①：骨の基本構造が説明できる。骨の構成と発生について理

解できる。骨の連結について理解できる。関節の種類が説明できる。 

4 体幹の骨について脊椎と胸郭の構造と関節の構成が説明できる。 

 

5 骨学・関節学②：上肢骨（上肢帯・上腕骨・前腕骨・手骨）の構造が説明

できる。 

6 上肢を構成する関節の構造と種類が説明できる。 

 

7 骨学・関節学③：下肢骨（下肢帯・大腿骨・下腿骨・足骨）の構造が説明

できる。 

 

8 下肢を構成する関節の構造と種類が説明できる。 

 

9 骨学・関節学④：頭蓋骨を構成する骨の構造について説明できる。 

 

10 骨学⑧：頭蓋骨の内頭蓋底にある孔と通過物について理解できる。 

 顎関節の構成について説明できる。 

11 骨学・関節学の中間まとめ 

 

12 筋学①：筋の構成と種類について理解できる。 

 頭頚部の筋について説明できる。 

13 筋学②：上肢帯・上腕の筋名・起始・停止・支配神経について説明できる。 

 

14 前腕・手の筋名・起始・停止・支配神経について説明できる。 

 

15 筋学③：下肢帯・大腿の筋名・起始・停止・支配神経について説明できる。 
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【専門基礎分野】解剖学Ⅰ 

授業計画  

回数 内容 

16 下腿・足の筋名・起始・停止・支配神経について説明できる。 

 

17 筋学④：体幹の前面・側面・背面の筋名・起始・停止について説明できる

（1）。 

18 体幹の前面・側面・背面の筋名・起始・停止について説明できる（2）。 

 

19 筋学の中間まとめ 

 

20 神経学①：神経の構造と構成について理解できる。脊髄神経の種類や分布

について説明できる。 

21 神経学②：脳神経の種類と走向・分布について説明できる。 

 

22 中枢神経の髄膜の構成と種類について理解できる。脊髄の構造について説

明できる。 

23 神経学③：脳室の構造、脳脊髄液の循環、脳神経核について説明できる。 

 

24 脳幹の種類と構成、小脳・間脳・大脳の構造と関係について説明できる。 

 

25 神経学④：求心性神経路・遠心性神経路について理解できる（1）。 

 

26 求心性神経路・遠心性神経路について理解できる（2）。 

 

27 神経学の中間まとめ 

 

28 脈管学①：循環器の構成が分かる。心臓の構造について説明できる。頭頚

部・脳・上肢に分布する動脈系について説明できる。 

29 脈管学②：体幹・下肢に分布する動脈系について説明できる。 

 

30 静脈系・リンパ系について説明できる。 
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【専門基礎分野】解剖学Ⅱ 

担当講師 長谷川 義美 対象学年 Ⅰ部・Ⅱ部 1 年 

概  要 解剖学Ⅱの講義では解剖学Ⅰの内容に加え、内臓学（消化器・呼吸器・泌尿器・生殖器・

内分泌器）と感覚器学（視覚器・平衡聴覚器・味覚器・嗅覚器・皮膚感覚器）を学修す

る。後半の実習では骨学・組織学と人体解剖見学実習を行う。 

学習到達目標 解剖学分野の内臓学と感覚器学を理解する。後半の実習について、骨学実習は模型を用

いて講義内容を確認し、組織学実習では顕微鏡で微細構造を理解する。人体解剖見学実

習では局所的アプローチから立体的に人体構造を確認する。 

教 科 書 教科書：標準理学療法学・作業療法学「解剖学」第 5 版 医学書院 

       「解剖学カラーアトラス」第 8版  J. W. Rohen 他 医学書院 

       「PT・OT のための多肢選択問題集 解剖学」第 11 版 一粒書房 

       「解剖学実習提要」一粒書房 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

解剖学Ⅰと同様、内臓学と感覚器学は毎回の復習テストと中間試験を 3回実施。基準以

下は再試験を行う。実習ではスケッチ・レポート・口頭試問等を課し、総合評価する。 

＜評価基準＞ 

講義 40％、本学実習 30％、人体解剖見学実習 30％とし、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 内臓学①：消化器の構成を理解し、口腔・咽頭・食道・胃・空腸・回腸・

盲腸・（上行～S 状）結腸・肛門の消化管構造を説明できる。 

2 唾液腺・肝臓・膵臓などの消化腺の構造について説明できる。 

 

3 内臓学②：呼吸器について理解し、鼻腔・咽頭・喉頭・気管の上気道につ

いて説明できる。発声器の構造を理解できる。 

4 肺について、胸郭との関係や気管支・肺胞・胸膜について説明できる。縦

隔の概念を理解し、胸部器官の位置関係を説明できる。 

5 内臓学③：泌尿器について腎臓の構造を理解し、尿の流路を説明できる。 

 排尿器官の構成が分かり、尿道と生殖器の関わりを理解する。 

6 生殖器について構造と精路を説明できる。女性生殖器と性周期との関係を

理解できる。内分泌器の種類と位置関係を理解して、各内分泌器官の構造

について説明できる。 

7 感覚器学①：視覚器について位置と構成を理解し、眼球壁や内容の構造を

説明できる。 

8 眼球と外眼筋との関係、付属視覚器の説明が出来る。 

 

9 感覚器学②：聴覚器について、外耳・中耳・内耳と聴覚伝導路の関係を理

解し、それぞれの構造を説明できる。 

10 内耳にある平衡覚器について、骨迷路と膜迷路の関係を理解し、聴覚器の

構造や平衡覚器の構造を説明できる。 

11 感覚器学③：味覚器・嗅覚器の構造を理解できる。 

 

12 皮膚構造において感覚器の位置や毛・脂腺・汗腺との関係を説明できる。 

 

13 人体解剖学見学実習①（1） 

 

14 人体解剖学見学実習①（2） 

 

15 内臓学・感覚器学の中間まとめ（1） 
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【専門基礎分野】解剖学Ⅱ 

授業計画  

回数 内容 

16 内臓学・感覚器学の中間まとめ（2） 

 

17 骨学実習①：上肢骨（1） 

 

18 骨学実習①：上肢骨（2） 

 

19 人体解剖学見学実習②（1） 

 

20 人体解剖学見学実習②（2） 

 

21 骨学実習①：下肢骨（1） 

 

22 骨学実習①：下肢骨（2） 

 

23 人体解剖学見学実習③（1） 

 

24 人体解剖学見学実習③（2） 

 

25 筋学・組織学実習：上肢の骨格筋 

 

26 筋学・組織実習：下肢の骨格筋 

 

27 筋学・組織学実習：骨・筋 

 

28 筋学・組織学実習：神経 

 

29 人体解剖学見学実習④（1） 

 

30 人体解剖学見学実習④（2） 
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【専門基礎分野】生理学Ⅰ 

担当講師 渡邊 和子 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 生命のしくみの基本単位は細胞である。生理学Ⅰでは、細胞の基本構造、機能について

修得し、代謝の重要性を理解する。また、運動器、神経系の機能について、情報伝導、

伝達、効果器の応答について学習する。 

学習到達目標 ①細胞の基本的な構造と機能について説明できる。 

②アミノ酸、糖質、脂質の機能について説明できる。 

③神経系、感覚器系の構造と機能について説明できる。 

④骨格筋の機能と構造および運動実行のメカニズムについて説明できる。 

教 科 書 ヒューマボディ 原著第 5版 バーバラ・ハーリヒ著、坂井健雄総監訳 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

中間試験と定期試験を実施し、それそれの評価割合を 50％とする。 

＜評価基準＞ 

上記評価割合の合計が 60％以上を合格とする。 

 

授業計画  

回数 内容 

1 身体構造の階層性を理解し、細胞の構造と機能を理解する（1）。 

 

2 身体構造の階層性を理解し、細胞の構造と機能を理解する（2）。 

 

3 ホメオスタシスを理解する。 

 

4 生命のしくみに必要な基礎化学を理解する。 

 

5 細胞膜の性質と物質の移動について理解する（1）。 

 

6 細胞膜の性質と物質の移動について理解する（2）。 

 

7 三大栄養素の働き、および細胞の代謝について理解する。 

 

8 細胞分裂および細胞死について理解する。 

 

9 筋の種類と機能について理解する。 

 

10 筋収縮のメカニズムについて理解する。 

 

11 骨格筋と神経の機能について理解する。 

 

12 神経細胞およびグリア細胞の構造と機能について理解する。 

 

13 活動電位について理解する。 

 

14 シナプスについて理解する。 

 

15 大脳の構造と機能について理解する（1） 

 

16 大脳の構造と機能について理解する（2） 

 

17 脳幹の構造と機能について理解する。 
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18 脊髄の構造と機能について理解する。 

 

19 大脳基底核の構造と機能について理解する。 

 

20 小脳の構造と機能について理解する。 

 

21 運動の伝導路について理解する（1）。 

 

22 運動の伝導路について理解する（2）。 

 

23 反射について理解する（1）。 

 

24 反射について理解する（2）。 

 

25 自律神経系の構造と機能について理解する（1）。 

 

26 自律神経系の構造と機能について理解する（2）。 

 

27 感覚器系：体性感覚・視覚について理解する（1）。 

 

28 感覚器系：体性感覚・視覚について理解する（2）。 

 

29 感覚器系：聴覚・平衡覚・嗅覚・味覚について理解する（1）。 

 

30 感覚器系：聴覚・平衡覚・嗅覚・味覚について理解する（2）。 
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【専門基礎分野】生理学Ⅱ 

担当講師 渡邊 和子 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 内臓器系の血液、循環器系、呼吸器系、泌尿器系、内分泌系、免疫系について学習し、

それぞれのシステムの働きを理解するとともに、生命を維持するうえでの各システムの

協調性について理解する。 

学習到達目標 ①血液の役割、循環器系の構造と機能およびそのその機能障害について説明できる。 

②呼吸器系の構造と機能およびそのの機能障害について説明できる。 

③泌尿器系の構造と機能および血圧の調節、酸塩基平衡について説明できる。 

④消化器系、内分泌系の構造と機能について説明できる。 

教 科 書 ヒューマボディ 原著第 5版 バーバラ・ハーリヒ著、坂井健雄総監訳（生理学Ⅰ共通） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

中間試験と定期試験を実施し、それそれの評価割合を 50％とする。 

＜評価基準＞ 

上記評価割合の合計が 60％以上を合格とする。 

 

授業計画  

回数 内容 

1 血液の構成、細胞の種類について理解する。 

 

2 貧血のメカニズム、血液凝固について理解する。 

 

3 リンパ系の構造と機能について理解する。 

 

4 自然免疫について理解する。 

 

5 獲得免疫について理解する（1）。 

 

6 獲得免疫について理解する（2）。 

 

7 血管の構造と機能について理解する。 

 

8 心臓の構造と機能について理解する。 

 

9 心機能と自律神経系について理解する。 

 

10 心電図の基本を理解する。 

 

11 血流の分配について理解する。 

 

12 血圧のメカニズムについて理解する。 

 

13 呼吸器系器官の構造について理解する。 

 

14 呼吸運動について理解する。 

 

15 呼吸ガスの運搬について理解する。 

 

16 肺機能測定法、肺機能障害評価について理解する。 

 

17 泌尿器系の器官の構造と機能について理解する。 
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18 尿の生成について理解する。 

 

19 排尿反射について理解する。 

 

20 腎による血圧調節について理解する。 

 

21 酸塩基平衡について理解する（1）。 

 

22 酸塩基平衡について理解する（2）。 

 

23 消化器系器官の構造と機能を理解する。 

 

24 嚥下のしくみについて理解する。 

 

25 三大栄養素の消化・吸収のしくみについて理解する。 

 

26 エネルギー代謝について理解する。 

 

27 内分泌系器官の構造と、内分泌の調節システムについて理解する。 

 

28 下垂体ホルモンの作用と分泌異常の作用について理解する。 

 

29 その他のホルモンの作用と分泌異常の作用について理解する。 

 

30 生殖に関わるホルモンの作用について理解する。 
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【専門基礎分野】運動学Ⅰ 

担当講師 水上 志帆・中川 仁 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 人間は様々な活動（運動）を営むことができる生物ということを理解できるように

なるため、人間の活動（運動）を細分化し、その基本的なメカニズムを関節運動の

側面から学ぶ。 

学習到達目標 ① 関節の種類について説明できる 

② 関節の構成要素について説明できる 

③ 関節運動に必要なメカニズムの諸原理について説明できる 

教 科 書 基礎運動学 第 6版 

筋骨格系のキネシオロジー 原著第 3版 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト（小テスト）10％、講義出席率 10％、定期試験 80％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 運動、運動学における定義について理解を深める。 

 

2 運動学における目的を理解する。 

 

3 基本となる身体運動の面と軸における理解を深める。 

 

4 骨運動における面と軸における学修と理解を深める。 

 

5 上肢の関節の種類とその構成要素、自由度について理解を深める①。 

 

6 上肢の関節の種類とその構成要素、自由度について理解を深める②。 

 

7 下肢の関節の種類とその構成要素、自由度について理解を深める①。 

 

8 下肢の関節の種類とその構成要素、自由度について理解を深める②。 

 

9 体幹の関節の種類とその構成要素、自由度について理解を深める。 

 

10 力学の基礎①運動力学の定義の理解、および内力、外力、重力という力に

おける分類の理解を深める。 

11 力学の基礎②ベクトル、モーメント、トルクにおける理解を深める。 

 

12 力学の基礎③ニュートンの法則における種類の理解を深める。 

 

13 力学の基礎④身体とてこにおける種類の理解を深める。 

 

14 運動器の構造と機能①筋、腱の基本構造の理解を深める。 

 

15 運動器の構造と機能②関節、靱帯の基本構造の理解を深める。 
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【専門基礎分野】運動学Ⅱ 

担当講師 長岡 正和・中山 直輝 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 運動学（kinesiology）とは生体の運動を研究する重要な学問領域で、理学療法で行われ

る評価や治療のために必要不可欠な基礎的知識となる。 

上肢帯の骨・関節や筋、靱帯、腱を中心とする運動器の構造と機能、物理学に基づく生

体力学などを理解して、心身の運動の発現を構成する基本的な因子と臨床応用について

の知識を学習し、病変による運動関連障害を分析、治療するための基礎を身につけるこ

とを目的とする。 

学習到達目標 上肢帯における関節運動のメカニズムとその障害を機能解剖学的･生体力学的に理解し、

分析するための基本的知識を習得する。さらに運動が生体に及ぼす影響について臨床応

用できる知識を習得する。 

教 科 書 基礎運動学（医歯薬出版株式会社） 

筋骨格系のキネシオロジー（医歯薬出版株式会社） 

関節内運動学（南江堂） 

配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講議確認テスト（小テスト）10％ 

講議最終試験（定期試験）90％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 胸鎖関節，肩鎖関節の構造と機能（肩甲骨の動き）① 

2 胸鎖関節，肩鎖関節の構造と機能（肩甲骨の動き）② 

3 肩甲上腕関節の構造と機能① 

4 肩甲上腕関節の構造と機能② 

5 肩複合体の運動① 

6 肩複合体の運動② 

7 肘部の関節の構造と機能① 

8 肘部の関節の構造と機能② 

9 前腕の関節の構造と機能① 

10 前腕の関節の構造と機能② 

11 手関節の構造と機能① 

12 手関節の構造と機能② 

13 手指関節の構造と機能① 

14 手指関節の構造と機能② 

15 手指関節の構造と機能③ 

 

・各単元終了後に講議確認テストを実施します。 

・スライドまたは骨格模型を用いて講議を行います。開始までに準備あるいは基礎医学 

実習室への移動ををお願いします。 
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【専門基礎分野】運動学Ⅲ 

担当講師 水上 志帆・堀田 昌志 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 人間はさまざまな活動（運動）を営むことができる生物ということを理解し、解剖学で

学んだ人体の構造と機能に関して，静的なイメージを 3 次元的・動的にイメージで

きるようにする．また、人間の活動（運動）を細分化し、体幹の関節構造と機能につい

てその基本的なメカニズムを学ぶ。 

学習到達目標 ①頭部・顔面・体幹に関する関節の種類とその構成要素について説明できる。 

②頭部・体幹の関節運動のメカニズムについて説明できる。 

教 科 書 基礎運動学 第 6版 医歯薬出版株式会社 

筋骨格系のキネシオロジー 原著第 3版 エルゼビア・ジャパン 

関節内運動学 南江堂 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト（小テスト）10％ 

提出課題 10％ 

講義最終試験（定期試験）70％ 

講義出席率 10％． 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し,60点以上を合格とする. 

授業計画  

回数 内容 

1 脊柱総論 体幹に関わる骨・関節に関して理解する。 

2 脊柱の構造・働き、脊椎の骨学的特徴について理解する。 

3 椎間円板の構造・働きについて理解する。 

4 脊柱の靱帯の構造・働きについて理解する。 

5 頚椎の関節運動に関する構成要素について理解する。 

6 頚椎の関節運動のメカニズムについて理解する。 

7 胸椎・腰椎の関節運動に関する構成要素について理解する。 

8 胸椎・腰椎の関節運動のメカニズムについて理解する。 

9 腰仙関節に関する構成要素、関節運動のメカニズムについて理解する。 

10 脊椎全体の運動、脊椎に関わる疾患について理解する。 

11 胸部の呼吸運動に関する構成要素について理解する。 

12 胸部の呼吸運動のメカニズムについて理解する。 

13 顔面の構成要素と顎関節の運動メカニズムに関して理解する。 

14 表情と咀嚼に関与する構成要素を理解する。 

15 姿勢について理解する。 

 

・スライドを用いた講議を中心に行い、講議の後半に講義内容に即した課題に対する 

グループワークを行う。 

・各回開始時に前回の講議の確認小テストを実施する。 
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【専門基礎分野】運動学Ⅳ 

担当講師 沼倉 功・本保 真 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 人間はさまざまな活動（運動）を営むことができる生物ということを理解できるように

なるため、人間の活動（運動）を細分化し、その基本的なメカニズムを学ぶ。 

学習到達目標 Ⅰ 下肢・下肢帯の関節運動のメカニズムについて理解する。 

① 関節の種類とその構成要素について説明できる。 

② 下肢・下肢帯の関節運動のメカニズムについて説明できる。 

Ⅱ 基本動作のメカニズムについて理解する。 

① 基本的動作の種類（寝返り、起き上がり、立ち上がり、歩行）について説明できる。 

③ 基本的動作のメカニズムについて説明できる。 

教 科 書 ・基礎運動学（医歯薬出版株式会社） 

・配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義最終試験（定期試験）100 点 

＜評価基準＞ 

以上ので評価し、60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 恥骨結合と仙腸関節の関節の構造と機能について理解する。 

2 恥骨結合と仙腸関節の関節の構造と機能について理解する。 

3 股関節の構造と機能について理解する。 

4 股関節の構造と機能について理解する。 

5 膝部・下腿の関節の構造と機能について理解する。 

6 膝部・下腿の関節の構造と機能について理解する。 

7 膝部・下腿の関節の構造と機能について理解する。 

8 足部と足指の関節と構造と機能について理解する。 

9 足部と足指の関節と構造と機能について理解する。 

10 足部と足指の関節と構造と機能について理解する。 

11 基本的動作（寝返り、起き上がり）のメカニズムについて理解する。 

12 基本的動作（寝返り、起き上がり）のメカニズムについて理解する。 

13 基本的動作（立ち上がり）メカニズムについて理解する。 

14 基本的動作（歩行）メカニズムについて理解する。 

15 基本的動作（歩行）メカニズムについて理解する。 

・骨標本・ベッドを使用しますので、講義前に準備しておいてください。 

・講義中に実技（デモンストレーション含む）を行いますので、動きやすい服装を準備

しておいてください。 
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【専門基礎分野】人間発達学 

担当講師 坂口 勇人・三宅 わか子 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 人間を生涯にわたり発達する存在ととらえ、胎児期、生命の誕生から乳幼児期、小児期、

青年期、成人期（老年期）を経て死に至るまでのライフステージを通じた変化を理解す

る。また人間発達の知識が機能障害を持つ対象者の理解につながることを目的とする。

人間社会に必要なコミュニケーションスキルについて理解する。 

学習到達目標 人間の特性を生涯発達の視点からとらえ、各発達過程について機能・形態変化や発現す

る行動を広く深く理解し、生じやすい発達上あるいは健康上の問題を理解する。 

発達の特徴を身体・運動・認知・心理（情緒）・社会性の領域に分けて理解し、各発達期

に即した支援を念頭に置くことができるよう学習する。 

人間のコミュニケーション能力と社会性の発達を理解し、自己成長に役立てられ社会人

基礎力を身につける。 

教 科 書 イラストでわかる人間発達学  医歯薬出版社 

会話とワークで学ぶ 理学療法コミュニケーション論 医歯薬出版社 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト 5％ 

講義定期試験 80％ 

課題提出 10％ 

講義出席率 5％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする 

 

授業計画  

回数 内容 

1 総論：発達の定義と一般原理，発達理論、発達 段階とその課題 

2 各論：胎児期、生命の誕生から乳幼児期、小児期、青年期、成人期、老年期、

死に至るまでのライフステージ、性差 

3 脳・神経系の発達と障害 

4 内部機能の発達と障害 

5 運動発達（原始姿勢反射,姿勢反応） 

6 身体構造・機能の発達と障害 

7 知覚認知機能の発達と障害 

8 情緒・社会性の発達と障害 

9 心理社会的発達、社会人基礎力 

10 言語機能の発達と障害 

11 発達評価：日本版デンバー式・遠城寺式・ミラーニチャート・ジョンソン等 

各種運動年テスト、ビネー・ウエクスラー式知能検査 

12 コミュニケーション力の発達と社会性 

13 コミュニケーションスキル、スキルアップ演習 

14 コミュニケーションのタイプと場面（養成校・臨床実習 デモンストレーシ

ョン） 

15 メンタルヘルスとコミュニケーション、ストレスチェック 
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【専門基礎分野】医学概論 

担当講師 野々垣 常正 対象学年 Ⅰ部 1 年 

概  要 患者の治療の手助けや社会復帰を目指し、医療コメディカルの一員として従事する上で、

専門科目以外で習得する重要な科目に医学概論がある。今日までの医学全般の歴史の歩

みの理解と、協働する医療専門職間の相互の仕事を理解する科目である。 

学習到達目標 医学の現代までの歴史（医学史）に始まり、健康と病気の違い、病める患者の身体的変

化や行動変容、診断手法、社会復帰に向けた薬物療法とリハビリテーション、さらには、

病気の予防や医療システムなどについて、幅広い知識を身に付けることを目標とする。 

教 科 書 医学概論（医学書院） 

 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

SGD（スモールグループ討論）は毎回ファシリテーターを決めてまとめ、みんなの前で発

表する（1～4回と 12～15回）。講義（5～11 回）。SGD の貢献度 30％、講義試験 65％、講

義参加態度 5％の総合評価で評価する。 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 医学とは何か、SGD によってどんな分野が発展してきたかを話し合い発表す

る。 

2 医道はサイエンスか、アートの違いについて、職業倫理も含めて SGD によっ

て話し合い発表する。 

3 チーム医療について、SGD によって話し合い発表する。 

 

4 生とは何か、死とは何か、QOL で何を目指すかについて、救命救急の観点を

踏まえ SGD によって話し合い発表する。 

5 病気と医学：医学史、リハビリテーション医学、コメディカルとのコミュニ

ケーションなどについて講義する。 

6 病気の原因（一部、病理学として講義が重なる）について予防の基礎も含め

簡便に説明する。 

7 病気の内因・外因（一部、病理学として講義が重なる）について簡便に説明

する。 

8 病気による身体の変化：循環器系について簡便に説明する。 

 

9 病気による身体の変化：代謝系について簡便に説明する。 

 

10 病気による身体の変化：炎症系について簡便に説明する。 

 

11 病気による身体の変化：がんについて簡便に説明する。 

 

12 病気の診断について、SGD によって話し合い発表する。 

 

13 病気に関する治療法やインシデントについて、SGD によって話し合い発表す

る。 

14 リハビリテーション医学や感染予防について、SGD によって話し合い発表す

る。 

15 医療システムについて、SGD によって話し合い発表する。 
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【専門基礎分野】医学概論 

担当講師 中野 博 対象学年 Ⅱ部 1 年 

概  要 医学・医療を志すにあたり、初期に理解しておかなければならない基本的あるいは総論

的事項の解説・伝達を行う。高度化し複雑化した現代医学・医療に適応するために、分

化した種々な医療職種には知識・技術の高い共通認識が必要とされるとの見地に立って、

医学・医療を概説する。 

学習到達目標 医学・医療の理念（医の倫理）の正しい理解と、主な疾患の病因、病態生理、症候、診

断および治療の基本知識の習得を目標とする。また、予防理学療法に通じる疾病予防や

健康管理、ライフスタイルの在り方についても学ぶ。 

教 科 書 医学概論（医学書院） 

PPT スライドおよび関連資料を併用 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義内容から提示・作成した筆記試験問題（定期試験）により、その理解度を評価する

（100％）。 

＜評価基準＞ 

上記の試験で、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 医学の歴史に触れつつ、“医・看護のサイエンスとアート”なる概念を解説し、

職業倫理（医の倫理）をはじめとする医学・医療の本質を説く。 

2 医学あるいは医療用語につき概説する。基本となる守秘義務、個人情報保護、

医療安全管理などや院内感染関連の語句、QOL・IC・EBM などの常識的略

語や医療・診療記録（カルテ）上の英独略語など。 

3 同じく、（2）に続く。 

 

4 正常と異常、すなわち健常（健康）と病的（病気・疾病）状態判別の基礎と

なるよう、人体の解剖および生理の用語の説明や具体的数値・数量の情報も

提供する。 

5 医療保険、一次・二次・三次医療、高次医療、療養医療、ホスピス、介護保

険などについて解説する。 

6 救命救急医療、BLS・ACLS、医療事故・院内感染予防の基礎を含めた対策関

連、地域医療、災害医療などについて解説する。 

7 日常診療の実際（問診ならびに視・触・聴・打診、血圧測定、動脈血酸素飽

和度測定など）について、模擬診療を行いつつ講義する。 

8 “呼吸器疾患”を題材として、医学・医療を概説する＜1＞ 

 

9 “呼吸器疾患”を題材として、医学・医療を概説する＜2＞ 

（呼吸器疾患リハビリテーションを含む） 

10 “循環器疾患”を題材として、医学・医療を概説する＜1＞ 

 

11 “循環器疾患”を題材として、医学・医療を概説する＜2＞ 

（心大血管疾患リハビリテーションを含む） 

12 “消化器疾患”を題材として、医学・医療を概説する＜1＞ 

 

13 “消化器疾患”を題材として、医学・医療を概説する＜2＞ 

 

14 “代謝・内分泌疾患”を題材として、医学・医療を概説する＜1＞ 

 

15 “代謝・内分泌疾患”を題材として、医学・医療を概説する＜2＞ 

総括 
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【専門基礎分野】病理学概論 

担当講師 亀山 洋一郎 対象学年 Ⅰ部 1 年 

概  要 病理学は、病気の原因、成り立ち、経過を追究して、病気の本態を明らかにする学問で

ある。このことによって、病気に対する予防の基礎、診断、治療などに関する方法が考

え出され、臨床医学に繋がる基礎となる。そのため、対象理解のために必要な病因・病

態や生体反応について学ぶとともに、主な疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を

学ぶ。 

学習到達目標 ・細胞損傷と組織損傷、傷害組織の修復過程ならびに再生過程について説明できる 

・炎症反応のメカニズムについて説明できる 

・感染症の分類と感染経路、感染の予防について説明できる 

・血行障害の違いとそれぞれの病因・病態について説明できる 

・腫瘍の病因、分類、グレード、ステージなどについて説明できる 

・病理学的変化（退行性病変、奇形・免疫・アレルギー、新生物）について説明できる 

教 科 書 「病理学概論」 永末書店，京都 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 病理学とは、病因論 

 

2 細胞の基本病変 

 

3 先天異常と奇形 

 

4 代謝障害 

 

5 増殖と修復 

 

6 呼吸・循環障害（1） 

 

7 呼吸・循環障害（2） 

 

8 炎症（1） 

 

9 炎症（2） 

 

10 免疫とアレルギー（1） 

 

11 免疫とアレルギー（2） 

 

12 感染症と予防の基礎 

 

13 腫瘍（1） 

 

14 腫瘍（2） 

 

15 老化、まとめ 
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【専門基礎分野】病理学概論 

担当講師 秋山 芳夫 対象学年 Ⅱ部 1 年 

概  要 病気の基礎的な概念の理解を目的とする病理学は、病気の原因、発生機序の解明や病気

の診断を確定するのを目的とする、医学の一分野である。したがって、対象理解のため

に主な疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学び、予防の基礎も踏まえて、病理

的な考え方を身につけて、臨床医学講義への準備としたい。 

学習到達目標 ①病理学的変化について説明できる。 

②細胞・組織損傷（修復・再生も含む）について説明できる。 

③炎症の定義・意義、炎症反応のメカニズムについて説明できる。 

④感染症の分類、感染経路、感染の予防の基礎について説明できる。 

⑤血行障害の病因・病態について説明できる。 

⑥腫瘍の病因、分類，グレード，ステージなどについて説明できる。 

⑦がん関連障害の一般的疾患について説明できる。 

教 科 書 「わかりやすい病理学」南江堂 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

中間試験 10％、期末試験 80％、平常点（出席点等）10％ 

＜評価基準＞ 

以上の割合で総合判断し、60 点以上を合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 病理学の概要と病因論について 

 

2 細胞損傷と組織損傷および壊死とアポトーシスについて 

 

3 急性および慢性炎症の概要と炎症反応のメカニズムについて 

 

4 傷害組織の修復過程ならびに再生過程について 

 

5 血行障害（虚血，充血，うっ血，出血）の違いとそれぞれの病因・病態につ

いて 

6 血栓症・塞栓症・梗塞の病因・病態について 

 

7 病理学的観点から見た小児疾患の概要について 

 

8 上記 7 講義までのまとめと確認 

 

9 奇形・遺伝性疾患の概要について 

 

10 腫瘍の病因、分類、グレード、ステージについて 

 

11 腫瘍の浸潤・転移・自立性増殖について 

 

12 がん関連障害（肺がん・消化器がん・乳がん・血液がん・骨軟部腫瘍・脳

腫瘍・頭頸部がん・その他腫瘍）の概要について 

13 感染症の分類、感染経路について 

 

14 感染の予防の基礎について 

 

15 生体反応(ホメオスターシス、ストレス)について 
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【専門基礎分野】薬理学 

担当講師 矢島 道夫 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 患者さんのほとんどが、何らかの薬剤を使用しており、高齢になるにしたがって、薬剤

の種類も増加している。安全にリハビリテーションを 進めるためには薬剤の使用状況と

その副作用に関する知識は必須である。薬物の作用機序や投与方法、体内動態に関する

基本的事項を理解した上で、対象疾患に関連した薬物療法の考え方について学ぶ。 

学習到達目標 対象疾患に対する薬物療法について理解する 

薬物の体内動態について説明できる 

薬物の作用機序について説明できる 

薬物の副作用について説明できる 

教 科 書 リハに役立つ治療薬の知識とリスク管理  （羊土社） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト（小テスト) 20％ 

講義最終試験（定期試験）80% 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 薬剤の基礎知識 

受容体、薬物動態 

2 鎮痛薬、抗炎症・抗アレルギー薬に対する薬物療法 

非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs） ステロイド、抗ヒスタミン薬 

3 中枢・末梢神経系疾患に対する薬物療法（１） 

脳卒中治療薬、抗てんかん薬 

4 中枢・末梢神経系疾患に対する薬物療法（２） 

抗パーキンソン病薬、抗認知症薬 

5 中枢・末梢神経系疾患に対する薬物療法（３） 

筋弛緩薬、排尿障害治療薬 

6 向精神薬に対する薬物療法 

抗精神病薬、抗うつ薬・抗不安薬、睡眠薬 

7 運動器疾患に対する薬物療法 

ボツリヌス毒、骨粗鬆症治療薬、抗リウマチ薬 

8 内分泌・代謝疾患に対する薬物療法（１） 

糖尿病治療薬 

9 内分泌・代謝疾患に対する薬物療法（２） 

脂質異常症治療薬、甲状腺疾患治療薬、腎疾患治療薬 

10 循環器疾患に対する薬物療法（１） 

抗血栓薬、降圧薬、不整脈治療薬、狭心症治療薬 

11 循環器疾患に対する薬物療法（２） 

心不全治療薬、利尿薬、昇圧薬、血管拡張薬 

12 呼吸器疾患に対する薬物療法 

気管支拡張薬 

13 消化器疾患に対する薬物療法 

消化性潰瘍治療薬、下剤、制吐薬 

14 腫瘍に対する薬物療法 

抗がん剤、オピオイド 

15 抗微生物薬 

抗菌薬、抗ウイルス薬 
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【専門基礎分野】内科学 

担当講師 波多野 敬 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 理学療法を受ける対象理解に必要な病因・病態や生体反応について学ぶ。内部障害を引

き起こす主要な疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶ。 

学習到達目標 栄養・代謝障害から、呼吸器系、循環器系、内分泌代謝系、消化器径、泌尿生殖器系、

血液系、免疫系の疾患に関し、疫学、予後、病院、症候、検査（画像・生理検査を含む）、

診断、治療、リハビリテーションが説明できる。 

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学 内科学（医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 60％、出席状況 20％、課題提出状況 20％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 内科診断学について 

 

2 内科症候学について 

 

3 循環器疾患（1）解剖、生理、検査について 

 

4 循環器疾患（2）各論について 

 

5 呼吸器疾患（1）解剖、生理、検査について 

 

6 呼吸器疾患（2）各論について 

 

7 消化器疾患（1）管腔臓器について 

 

8 消化器疾患（2）肝臓、胆嚢、膵臓について 

 

9 栄養、代謝疾患（糖尿病を中心として）の概要・評価・治療について 

 

10 内分泌疾患の概要・評価・治療について 

 

11 血液疾患の概要・評価・治療について（1） 

 

12 血液疾患の概要・評価・治療について（2） 

 

13 腎臓・泌尿器疾患の概要・評価・治療について 

 

14 感染症の概要・評価・治療について 

 

15 アレルギー、自己免疫疾患のの概要・評価・治療について 
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【専門基礎分野】老年学 

担当講師 波多野 敬 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 リハビリテーションの対象となることの多い高齢者の特徴やかかえる疾患を理解する。

そのために必要な病因、病態、生体反応を学ぶ。皮膚障害、老年期障害を引き起こす疾

患の病因、病態生理、症候、診断、治療を学ぶ。 

学習到達目標 廃用性症候群、老年症候群、皮膚障害（熱傷、褥瘡、創傷）、老年期障害に関する病因、

病態、症候、検査、治療、リハビリテーションなどが説明できる。 

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学 老年学 第 5版 （医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 60％、出席状況 20％、課題提出状況 20％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 総論 

 

2 加齢に伴う生理機能、運動能力の変化について 

 

3 加齢に伴う精神心理の変化について 

 

4 性差医療、高齢者人口動態、機能評価について 

 

5 老年症候群の概要・評価・治療について（1） 

 

6 老年症候群の概要・評価・治療について（2） 

 

7 栄養の観点を含んだ皮膚障害の概要・評価・治療について 

 

8 認知症を中心にした精神神経疾患の概要・評価・治療について 

 

9 認知症以外の精神神経疾患の概要・評価・治療について 

 

10 循環器疾患の概要・評価・治療について 

 

11 呼吸器疾患の概要・評価・治療について 

 

12 消化器疾患の概要・評価・治療について 

 

13 内分泌・代謝疾患、骨運動疾患の概要・評価・治療について 

 

14 腎臓・泌尿器系疾患の概要・評価・治療について 

 

15 血液疾患、免疫系疾患の概要・評価・治療について 
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【専門基礎分野】老年学 

担当講師 古山 明夫 対象学年 Ⅱ部 2年 

概  要 リハビリテーションの対象となることの多い高齢者のを理解するために必要な病

因・病態や生体反応について学ぶとともに、老年期障害を引き起こす主な疾患の

病因、病態生理、症候、診断と治療を学ぶことで、理学療法士の治療につなげる知

識を身につける。 

学習到達目標 ・廃用症候群の病因・分類について説明できる 

・代表的な老年期障害（認知症、フレイル、サルコペニアなど）の病態を栄養との関連

で説明できる 

・熱傷・褥瘡・創傷について説明できる 

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学 老年学 第 5版 （医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 100％に講義出席状況と課題提出状況を総合的に判定する。 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 老年学総論 

 

2 代表的な老年症候群（フレイル、サルコペニアなど）の病態について 

 

3 廃用症候群の病因、分類、栄養について 

 

4 代表的な廃用症候群（褥瘡、関節拘縮、筋萎縮など）の病態について 

 

5 褥瘡・創傷と栄養の関連性について 

 

6 熱傷の疫学、病理、病態、症候について 

 

7 老年期障害と末梢循環障害について 

 

8 栄養の観点から老年期障害の疫学、予後について 

 

9 老年期障害（認知症、うつ状態）の病態について 

 

10 老年期障害と誤嚥性肺炎、摂食嚥下障害について 

 

11 老年期障害と骨粗鬆症、骨折について 

 

12 老年期と睡眠障害について 

 

13 老年期障害とリハビリテーションについて 

 

14 老年期障害と臨床医学について（画像・生理検査を含む） 

 

15 老年期障害とターミナルケアについて 
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【専門基礎分野】整形外科Ⅰ 

担当講師 奥村 猛 対象学年 Ⅰ部 2 年 

概  要 骨関節障害を引き起こす主な疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療方法を医療画像

の特徴を含めて説明する。 

学習到達目標 整形外科的治療について説明できる。 

骨関節障害を引き起こす疾患の疫学、予後、病因、症候、検査、治療、診断について説

明できる。 

整形外科疾患の病態の理解と臨床応用について説明できる 

整形外科とリハビリテーション医療の関連性が説明できる。 

教 科 書 標準整形外科学 第 14版 （医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 整形外科総論とリハビリテーション総論について学習する。 

 

2 骨関節と感染症を学習する（1）。 

 

3 骨関節と感染症を学習する（2）。 

 

4 慢性関節疾患の疫学、予後、病因、症候、検査、診断、医療画像について学

習する（1）。 

5 慢性関節疾患の疫学、予後、病因、症候、検査、診断、医療画像について学

習する（2）。 

6 慢性関節疾患の疫学、予後、病因、症候、検査、診断、医療画像について学

習する（3）。 

7 慢性関節疾患の疫学、予後、病因、症候、検査、診断、医療画像について学

習する（4）。 

8 外傷学総論と軟部組織損傷について学習する。 

 

9 外傷学総論と骨折学について疫学、予後、病因、症候、検査、診断、医療画

像について学習する（1）。 

10 外傷学総論と骨折学について疫学、予後、病因、症候、検査、診断、医療画

像について学習する（2）。 

11 骨盤・下肢の骨折・脱臼について予後、病因、症候、検査、診断、医療画像

について学習する（1）。 

12 骨盤・下肢の骨折・脱臼について予後、病因、症候、検査、診断、医療画像

について学習する（2）。 

13 股関節（大腿骨頸部骨折）部の骨折について予後、病因、症候、検査、診

断、医療画像について学習する（1）。 

14 股関節（大腿骨頸部骨折）部の骨折について予後、病因、症候、検査、診

断、医療画像について学習する（2）。 

15 股関節部骨折・脱臼について病因、検査、診断、医療画像について学習す

る。 
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【専門基礎分野】整形外科Ⅰ 

担当講師 山田 守正 対象学年 Ⅱ部 2 年 

概  要 整形外科領域の疾患は日常の生活動作を障害させ生活の質を低下させます。主要な運動

器疾患の基礎知識（病因・病態生理・疫学・症候・病理・治療など）について学ぶ。 

学習到達目標 ①疫学、予後について説明できる。 

②病因、病態生理、症候について説明できる。 

③検査（画像・生理検査を含む）、診断、治療について説明できる。 

④リハビリテーション医療について説明できる。 

教 科 書 標準整形外科学 第 14版 （医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト（小テスト）10％、定期試験 80％、講義出席率 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 整形外科とは 

慢性関節疾患（結晶誘発性関節炎・他）について 

2 臨床画像を含めた慢性関節疾患（変形性膝関節症）について 

 

3 臨床画像を含めた慢性関節疾患（変形性股関節症）について 

 

4 骨折総論について 

 

5 臨床画像を含めた骨折各論について 

 

6 臨床画像を含めた小児の骨折について 

 

7 脱臼について 

 

8 半月板損傷について 

 

9 靭帯損傷について 

 

10 臨床画像を含めた関節リウマチとその類縁疾患について（1） 

 

11 臨床画像を含めた関節リウマチとその類縁疾患について（2） 

 

12 臨床画像を含めたスポーツ損傷について 

 

13 臨床画像を含めた脊椎疾患について（1） 

 

14 臨床画像を含めた脊椎疾患について（2） 

 

15 臨床画像を含めた腰痛症について 
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【専門基礎分野】整形外科Ⅱ 

担当講師 奥村 猛 対象学年 Ⅰ部 2 年 

概  要 骨関節障害を引き起こす主な疾患の病因、病態生理、症候、診断と治療方法を医療画像

の特徴を含めて説明する。 

学習到達目標 整形外科的治療について説明できる。 

骨関節障害を引き起こす疾患の疫学、予後、病因、症候、検査、治療、診断について説

明できる。 

整形外科疾患の病態の理解と臨床応用について説明できる 

整形外科とリハビリテーション医療の関連性が説明できる。 

教 科 書 標準整形外科学 第 14版 （医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 股関節部脱臼、大腿骨骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像

について学習する（1）。 

2 大腿骨骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像について学習す

る（2）。 

3 膝周囲の骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像について学習

する（1）。 

4 膝周囲の骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像について学習

する（2）。 

5 膝周囲の骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像について学習

する（3）。 

6 下腿骨の骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像について学習

する。 

7 足関節部から足部の骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像に

ついて学習する（1）。 

8 足関節部から足部の骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像に

ついて学習する（1）。 

9 骨腫瘍総論について学習する。 

 

10 骨腫瘍各論について学習する。 

 

11 軟部腫瘍総論について学習する。 

 

12 上肢（胸郭、肩甲帯部）骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画

像について学習する。 

13 上腕から肘部骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像について

学習する。 

14 肘部、前腕、手の骨折の病因、病態生理、症候、診断と治療を医療画像につ

いて学習する。 

15 整形外科疾患と熱傷についてリハビリテーション医療を含めてその概要

を学習する。 

  

 

 



43 

 

【専門基礎分野】整形外科Ⅱ 

担当講師 山田 守正 対象学年 Ⅱ部 2 年 

概  要 整形外科領域の疾患は日常の生活動作を障害させ生活の質を低下させます。主要な運動

器疾患・神経・皮膚疾患の基礎知識（病因・病態生理・疫学・商工・病理・治療など）

について学ぶ。 

学習到達目標 ①予後について説明できる。 

②病因、病態生理、症候について説明できる。 

③検査（画像・生理検査を含む）、診断、治療について説明できる。 

④リハビリテーション医療について説明できる。 

教 科 書 標準整形外科学 第 14版 （医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト（小テスト）10％、講義最終試験（定期試験）80％、講義出席率 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 臨床画像を含む切断について 

 

2 四肢循環障害について 

 

3 臨床画像を含む肩関節疾患について（1） 

 

4 臨床画像を含む肩関節疾患について（2） 

 

5 代謝性骨疾患について（1） 

 

6 代謝性骨疾患について（2） 

 

7 先天性骨系統疾患について 

 

8 先天異常症候群について 

 

9 骨腫瘍について 

 

10 軟部腫瘍について 

 

11 軟部組織・骨・関節の感染症について 

 

12 神経疾患について 

 

13 神経変性疾患について 

 

14 末梢神経障害・筋疾患について 

 

15 熱傷について 
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【専門基礎分野】神経学Ⅰ 

担当講師 道勇 学 対象学年 Ⅰ部 2 年・Ⅱ部 2 年 

概  要 臨床神経学の総論および各論の講義を通して、脳・神経の機能系統および由来する症候、

ならびに代表的神経・筋疾患の病態を理解し、理学療法への応用力を涵養する 

学習到達目標 下に示す代表的な神経・筋疾患について、以下の項目①〜③を説明できる。 

① 疫学、予後  ② 病因、症候  ③ 検査（診断補助）、診断、治療 

脳血管疾患（脳梗塞・出血を含む）、感染・炎症性疾患（脳炎、髄膜炎、ヒト免

疫不全ウイルス）、神経変性疾患（Parkinson 病および類縁疾患、脊髄小脳変性

症、運動ニューロン病、認知症）、神経免疫疾患（多発性硬化症、Guillain-Barré 

症候群、重症筋無力症）、筋疾患・神経筋接合部疾患（多発性ニューロパチー、

筋ジストロフィーなど）、てんかん 

得られた知識を理学療法の技能に応用できる。 

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学 専門分野 神経内科 第 5 版（医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

1 講義最終試験（定期試験）（80％） 

2 国家試験対策アクティヴラーニングにおける課題成果率（10％） 

3 講義出席率（10％） 

＜評価基準＞ 

上記 1,2,3を総合評価して、60点以上（100点満点）を以て合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 神経学総論 I（教科書 p5 - 31） 

障害とリハビリテーション、中枢神経系の解剖と機能 

2 神経学総論 II（教科書 p35 - 50） 

神経学的診察、評価 

3 神経学総論 III（教科書 p51 - 66） 

神経学的検査（臨床画像を含む）、評価 

4 神経学総論 IV（教科書 p69 – 85） 

神経症候学（意識障害、頭痛・めまい・失神、運動症候） 

5 神経学総論 V（教科書 p91 – 102） 

神経症候学（錐体外路症候、運動失調、感覚障害） 

6 神経学総論 VI（教科書 p103 – 131） 

神経症候学（失語、失認、失行） 

7 神経学総論 VII（教科書 p132 – 158） 

神経症候学（高次脳機能障害、構音障害、嚥下障害） 

8 神経学各論 I-1 

脳卒中（スライド講義） 

9 神経学各論 II-1 

神経変性疾患（スライド講義） 

10 神経学各論 I-2（教科書 p167 – 196） 

脳卒中 

11 神経学各論 II-2（教科書 p241 – 246, 249 - 261） 

神経変性疾患 

12 神経学各論 III（教科書 p197 – 213, 246 – 248, 262 - 273） 

認知症、中枢性脱髄疾患、末梢神経障害、てんかん 

13 神経学各論 IV（教科書 p274 – 300, 323 – 343） 

筋疾患、感染性疾患、中毒・栄養欠乏性神経障害、神経合併症など 

14 国家試験対策 アクティヴラーニング 

課題取り組みグループ合同学習 

15 定期試験対策 教科書復習 
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【専門基礎分野】神経学Ⅱ 

担当講師 山中 克己 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 理学療法の対象となる神経疾患を中心に講義を行う。具体的には平成 18 年度に改訂され

た国家試験出題基準に準じたもので脳血管疾患、外傷性脳損傷、脊髄損傷、末梢神経損

傷である。リハビリテーションとの関連性を重視した内容とする。 

学習到達目標 理学療法実線と研究の関連性を説明できる。 

理学療法の根拠となる研究成果の活用法を列挙できる。 

理学療法学における研究の必要性、意義を説明できる。 

教 科 書 病気が見える Vol.7 脳・神経 第二版（医療情報科学研究所） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験（100％）の評価に講義出席率を加味した総合点で評価する。 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 中枢神経（大脳、脳幹など）の構造と機能（Ⅰ） 

 

2 中枢神経（小脳、脊髄など）の構造と機能（Ⅱ） 

 

3 脳神経と機能と障害 

 

4 脳血管障害（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血など） 

 

5 外傷性中枢神経障害 

 

6 外傷性末梢神経障害 

 

7 脳腫瘍（グリオーマなど）（Ⅰ） 

 

8 脳腫瘍（Ⅱ） 

 

9 末梢神経とその障害（外傷性を除く） 

 

10 筋疾患（筋ジストロフィー症など） 

 

11 神経変性疾患（パーキンソン病など） 

 

12 てんかん 

 

13 感染性神経系疾患 

 

14 症候と検査（MRI など） 

 

15 まとめ 
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【専門基礎分野】神経学Ⅱ 

担当講師 高須 俊太郎・永谷 哲也・岸田 悠吾・

伊藤 元一・安田 宗義・前田 憲幸 

対象学年 Ⅱ部 2年 

概  要 理学療法対象疾患で多くみられる脳血管疾患を中心に、脳・脊髄性疾患の病態を学習す

る。併せて脳神経外科で行われる外科的手術や治療、それによりおこる問題についても

学習する。 

学習到達目標 ・中枢神経の障害を引き起こす疾患についての疫学や予後、病因、症候について説明で

き、理学療法士国家試験問題をクリアーできるレベルを目指す。 

・検査（画像・生理検査を含む）、診断、治療について説明でき、理学療法治療学へとつ

ながるレベルを獲得する。 

教 科 書 病気が見える Vol。7 脳・神経（医療情報科学研究所） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 100％。 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合と課題提出状況の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 脳挫傷の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、診断、治

療について 

2 脳内出血の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、診断、

治療について 

3 頭部外傷の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、診断、

治療について 

4 頭部外傷とリハビリテーションについて 

 

5 脳腫瘍（良性）の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、

診断、治療について 

6 脳腫瘍の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、診断、治

療について 

7 脳腫瘍と臨床医学、リハビリテーションについて 

 

8 水頭症、頭痛の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、診

断、治療について 

9 脳血管障害（閉塞性障害）の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検

査を含む）、診断、治療について 

10 中枢神経の解剖と臨床医学 

 

11 小児・先天奇形の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、

診断、治療について 

12 くも膜下出血の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、診

断、治療について 

13 脊髄・脊椎疾患の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、

診断、治療について 

14 脊髄の解剖と臨床医学、リハビリテーションについて 

 

15 パーキンソン病の疫学、予後、病因、症候、検査（画像・生理検査を含む）、

診断、治療について 

 

  

 



47 

 

【専門基礎分野】臨床心理学 

担当講師 菅 吉基 対象学年 Ⅰ部・Ⅱ部 2年 

概  要 理学療法士として必要とされる臨床心理学の基礎理論と実際を教える。 

心への理解を深めることで、自己・他者への気持ちの理解を促し、対人支援に活かせる

ようにする。 

学習到達目標 ① 児童・青年期心理について説明できる 

② 成人・高齢者心理について説明できる 

③ 患者・対象者心理について説明できる 

④ 臨床心理検査法について説明できる 

⑤ 心理療法およびカウンセリングについて説明できる 

教 科 書 特になし 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義最終試験（定期試験）100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 臨床心理学とは何かについて理解する。 

 

2 人格の類型論について理解する。 

 

3 人格の特性論について理解する。 

 

4 Erikson、Piaget の発達段階説について理解する。 

 

5 Freud の発達段階説、愛着・情緒及び行動の障害について理解する。 

 

6 自我防衛機制、気分の障害について理解する。 

 

7 強迫性障害、パニック障害、不安障害について理解する。 

 

8 境界性人格障害、自己愛性人格障害、摂食障害について理解する。 

 

9 意識の障害、統合失調症について理解する。 

 

10 知能検査、認知症検査について理解する。 

 

11 発達検査、質問紙法について理解する。 

 

12 人格検査、投影法について理解する。 

 

13 精神分析、分析心理学、家族療法について理解する。 

 

14 行動療法、認知療法、認知行動療法について理解する。 

 

15 クライアント中心療法、遊戯療法、集団療法について理解する。 
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【専門基礎分野】精神医学 

担当講師 波多野 敬 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 人間のさまざまな心身活動を理解できるようになるため、活動の細分化と基本メカニズ

ムを学ぶ。精神障害を引き起こす疾患の病因、病態生理、症候、診断、治療を学ぶ。 

学習到達目標 人間活動における精神・心理機能を理解する。意欲、不安、抑うつなどの精神・心理機

能メカニズムを説明できる。活動と身体、認知、感情の関連が説明できる。活動による

精神・心理機能の変化を説明できる。 

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学 精神医学（医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 60％、出席状況 20％、課題提出状況 20％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 精神医学とは：精神障害の成因なども含む 

 

2 精神機能障害と精神症状について（1） 

 

3 精神症状（2）及び神経学的症状について 

 

4 精神障害の診断と評価について 

 

5 器質性精神障害について 

 

6 精神作用物質使用による精神及び行動の障害について 

 

7 統合失調症、統合失調症様障害および妄想性障害の概要と評価、治療につ

いて 

8 気分障害（感情障害）（躁うつ病、うつ病を含む）の概要と評価、治療に

ついて 

9 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害の概要と評価、治療

について 

10 行動症候群（摂食障害、非器質性睡眠障害を含む）の概要と評価、治療に

ついて 

11 成人のパーソナリティ障害（人格）及び行動の障害について 

 

12 精神遅滞（知的障害）の概要と評価、治療について 

 

13 心理的発達障害（広汎性発達障害、特異的発達障害を含む）の概要と評価、

治療について 

14 小児期および青年期に通常発達する行動・情動の障害（注意欠如、他動障

害など）の概要と評価、治療について 

15 てんかんの疫学・予後・病因・症候・評価・検査・診断・リハビリテーシ

ョンについて 
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【専門基礎分野】精神医学 

担当講師 奥代 啓太 対象学年 Ⅱ部 2年 

概  要 人間は様々な活動（運動）を営むことができる生物ということを理解できるようにな

るため、人間の活動（運動）を細分化し、その基本的なメカニズムを学ぶ。 

精神障害を引き起こす主な疾患の病因、病態心理、症候、診断を学ぶ。 

学習到達目標 ①モチベーションや不安・抑うつなどに関連する精神・心理機能のメカニズムについて

説明できる。 

②活動（行動）と身体、認知、感情、（情動）の関連を説明できる。 

③活動（行動）による精神・心理機能の変化について説明できる。 

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学 精神医学（医学書院） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 90％、講義出席率 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 精神障害の成因と分類について理解する。 

 

2 精神機能の障害・精神症状について理解する。 

 

3 自己理解（自分自身を分析することで、自分を知る）について理解する。 

 

4 器質性精神障害（症状性を含む）について理解する。 

 

5 精神作用物質使用による精神および行動の障害について理解する。 

 

6 統合失調症、統合失調症様障害および妄想性障害の概要と評価、治療につ

いて 

7 気分障害＜感情障害＞（躁うつ、うつ病を含む）の概要と評価、治療につ

いて 

8 神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害について理解す

る。 

9 生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群（摂食障害、非器質性

睡眠障害を含む）について理解する。 

10 成人のパーソナリティ＜人格＞および行動の障害について理解する。 

 

11 精神遅滞（知的障害）について理解する。 

 

12 心理的発達の障害（広汎性発達障害、特異的発達障害）について理解する。 

 

13 小児期および青年期に通常発生する行動および情動の障害（注意欠陥・多

動性障害など）について理解する。 

14 てんかんについて理解する。 

 

15 薬物療法について理解する。 
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【専門基礎分野】小児科学 

担当講師 山田 宣夫 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 小児の障害を引き起こす主な疾患(以下の 6 疾患群)の病因、病態生理、症候、診断と治

療を学ぶ。 

 脳性麻痺      水頭症〈Arnold-Chiari奇形など〉 

 二分脊椎      悪性腫瘍 

 遺伝子病、染色体異常、系統疾患(先天奇形、Down 症候群を含む)  

 自閉症スペクトラム 

学習到達目標 小児の障害を引き起こす上記疾患それぞれに付き 

1 疫学、予後について説明できる 

2 病因、症候について説明できる 

3 検査(画像・生理検査を含む)、診断、治療について説明できる  

4 リハビリテーション医療について説明できる 

教 科 書 標準理学療法・作業療法「小児科学」第 5 版 医学書院 

理学療法診療ガイドライン第 1版 及びそのダイジェスト版 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認小テスト 60% (学期中に 6回小テスト行い、各 10%の評価を与える) 

講義最終試験(定期試験)  30% 

講義出席率 10% (全出席の場合与える) 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 シラバスの説明。講義の流れの説明。授業参加資格の確認。本講義におけ

る「私語」の定義と講師が非寛容で臨むことの説明。 

2 痙直の意味。 

 

3 小テスト。CP の定義。疫学、予後、 病因、症候、 検査、診断、治療。 

 

4 遺伝型式。DMD の疫学、予後、 病因、症候、 検査、診断、治療。 

 

5 小テスト。SB の疫学、予後、 病因、症候、 検査、診断、治療。 

 

6 水頭症の疫学、予後、 病因、症候、 検査、診断、治療。 

 

7 小テスト。小児悪性腫瘍の疫学、予後、 病因、症候、検査、診断、治療。 

 

8 遺伝子病の疫学、予後、 病因、症候、検査、診断、治療。 

 

9 小テスト。染色体異常の疫学、予後、 病因、症候、検査、診断、治療。 

 

10 系統疾患の疫学、予後、 病因、症候、検査、診断、治療。 

 

11 小テスト。発達障害の疫学、予後、 病因、症候、検査、診断、治療。 

 

12 ASDの疫学、予後、 病因、症候、検査、診断、治療。 

 

13 小テスト。復習、国試過去問解説。 

14 復習、国試過去問解説。 

15 復習、国試過去問解説。 
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【専門基礎分野】リハビリテーション学 

担当講師 梶原 敏夫 対象学年 Ⅰ部 2 年 

概  要 リハ医学は障害者を対象とし、早期より開始し、他職種によりチーム医療を行い、社会

復帰を支援し、生活再建をすることである。医師は、障害者の医学管理を行いながら社

会復帰に必要な能力獲得を目指し、そのために PT・OT・ST・Ns・MSW などに指示を行い、

それぞれの専門性を活用し、指示に従って目的を達成すべく、治療・援助を行う。各疾

患の障害とともに治療法や医療制度におけるリハ医療の流れを学ぶ。 

学習到達目標 リハビリテーション医療の特徴、健康と生活機能の評価、障害の病態と評価・治療につ

いて説明できる。 

障害者心理と障害受容について説明できる。 

教 科 書 最新リハビリテーション医学（医歯薬出版） 

参考書：現代リハビリテーション医学（金原出版） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

論述試験に手定期試験を行う 100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 リハの理念、リハ医療の定義と歴史、リハ医療の特徴について理解する。 

 

2 医療制度におけるリハ医療（急性期・回復期・生活期）について理解する。 

 

3 介護保険を理解する。リハビリ診療（画像診断を含む）、治療法を理解す

る。 

4 障害の病態と評価、治療を理解する。 

①廃用症候群②運動障害 

5 障害の病態と評価、治療を理解する。 

③歩行障害④摂食嚥下障害⑤排尿障害 

6 障害の病態と評価、治療を理解する。 

⑥高次脳機能障害⑦加齢による障害（フレイル・サルコペニア） 

⑧障害者心理と障害受容 
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【専門基礎分野】リハビリテーション学 

担当講師 中野 博 対象学年 Ⅰ部 2 年 

概  要 循環器疾患（心大血管疾患）リハビリテーション（以下、リハ）に関する基礎と臨床に

ついて講義を進めるが、呼吸器疾患あるいは脳血管疾患についても、その臨床やリハに

つき概説する。また、心肺蘇生や救命救急処置も解説する。 

学習到達目標 循環器疾患リハにおいては、その歴史、理念、定義およびリスク管理を含めたリハの実

際などの必要かつ十分な理解を、また、呼吸器疾患リハに関しては概ねの理解を求める。 

教 科 書 PPT スライドおよび関連資料を用いて講義を行う。 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

循環器疾患リハの講義内容から作成した国試形式の設問（定期試験）により、その理解

を評価する（100％）。 

＜評価基準＞ 

上記の試験で、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 リハの対象となる循環器（心大血管）疾患および呼吸器疾患の概念、病態生

理、臨床画像あるいは診断・治療について解説する。 

2 心肺蘇生や救命救急処置について解説する。呼吸器疾患においては、そのリ

ハの実際を概説する。 

3 脳血管疾患の概念、疫学、診断、臨床画像ならびに最近の治療について説明

する。 

4 脳血管疾患の発症の基礎となる高血圧症、糖尿病、脂質異常症、さらにはメ

タボリックシンドロームや高尿酸血症などに関する近年の知見を紹介する。 

5 運動生理学および生化学の基礎に触れ、運動に対する生体反応としての循環

応答や換気応答について理解を深める。 

6 心大血管疾患リハの実際（具体的内容・方法）とその効果について、歴史的

背景も含めその変革から最近の知見や考え方に至るまでを解説する。 
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【専門基礎分野】リハビリテーション学 

担当講師 古川 公宣 対象学年 Ⅰ部 2 年 

概  要 リハビリテーションに関わる障害の評価のひとつである動作観察によって得られた異常

所見をもとに推論を行い、心身機能・身体構造との関連性を考察する。 

学習到達目標 ①理学療法に関連する代表的な疾患の異常動作の特徴がいえる。 

②動作観察により異常な箇所を指摘できる。 

③動作観察した異常動作と心身機能・身体構造との関連性を指摘できる。 

教 科 書 使用しない 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

レポート課題 100％ 

＜評価基準＞ 

レポートの取り組み程度と設問との整合性を判断し、60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 動作とは（臨床での位置づけと手順、動作の相比と表記方法） 

 

2 オペレーションチャートによる動作観察の整理 

 

3 主要な疾患の動作観察・分析（変形性股・膝関節症、脊髄損傷、下肢切断、

他） 

4 主要な疾患の動作観察・分析（片麻痺、パーキンソン病、他） 
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【専門基礎分野】リハビリテーション障害論 

担当講師 沼倉 功・本保 真 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 障害を学ぶ上で、理学療法士は健康に関連した諸課題に向き合うことが求められる。そ

の基本をなす健康を理解し社会環境の中で健康がどのように関係しているのかについて

学ぶ。 

学習到達目標 ・健康の定義・概念を理解した上でその多様性を学び、健康に影響をもたらす決定要因

と健康寿命について説明できる。 

・生活や健康に関わる専門職・非専門職の種類とその役割を説明できる。 

・人生の各期において抱える健康面の課題とライフスタイルの変化について説明できる。 

・自然災害時、それに伴う避難所生活、そしてその後の復興支援期における健康課題と

生活課題について説明できる。 

教 科 書 入門 リハビリテーション概論（医歯薬出版株式会社） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義最終試験（定期試験）100 点 

＜評価基準＞ 

以上ので評価し、60 点以上を合格とする。 

授業計画  

 

 

回数 内容 

1 健康の定義と概念について理解する。 

2 健康に影響をもたらす決定要因について理解する。 

3 健康状態の多様性について理解する。 

4 健康寿命について理解する。 

5 生活や健康に関わる専門職を列挙できる。 

6 生活や健康に関わる専門職の役割の違いを理解する。 

7 生活や健康に関わる非専門職について理解する。 

8 生活や健康について学んだ上で、障害を負った方々への自立支援や就労支

援の意味や方法を理解する。 

9 人生の各期において抱える健康面の課題について理解する。 

10 人生の各期におけるライフスタイルの変化について理解する。 

11 自然災害時に生じる健康課題について理解する。 

12 自然災害時の避難所における健康課題について理解する。 

13 復興支援期における健康課題について理解する。 

14 復興支援期における生活課題について理解する。 

15 自然災害時やその後の復興支援期に生ずる様々な課題を学んだ上で、理学

療法士として多職種連携することでできることを理解する。 
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【専門基礎分野】保健医療福祉制度論 

担当講師 三宅わか子・中山 直輝 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 医療は、関連する各種制度のもとで行われる。制度の適切な適用を図るためにも、まず

は、社会保障制度がどのようになっているのか、その中で、理学療法士が従事する場合

にはどのような留意点について学ぶ。理学療法士及び作業療法士法ならびに関連職種に

関する資格法との関係について理解し、法規による理学療法士の位置づけを学ぶ。また、

理学療法士に関わる各種法規ならびにコンプライアンスについて学ぶ。 

学習到達目標 社会保障制度について説明できる。 

保健・医療・福祉の施策の動向について説明できる。 

医療法ならびに関連職種の資格法について理解する。 

教 科 書 入門 リハビリテーション概論（医歯薬出版株式会社） 

医療六法（中央法規） 

配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講議確認テスト（小テスト）10％ 

講議最終試験（定期試験）80％ 

課題発表・課題レポート 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 保健・医療・福祉の動向  

健康づくりと健康管理、疾病予防 

2 人口統計・衛生統計 

3 保健・医療・福祉の施策 

環境保健、地域保健、母子保健、成人保健 

4 高齢者保健、学校保健、産業保健、精神保健 

5 社会保障制度 医療保険 

6 介護保険 

7 年金保険・労災保険 

8 関連法規 医療法 理学療法士及び作業療法士法 

9 関連職種の資格法（他職種連携） 

医師法、保健師助産師看護師法 

10      医療類似行為に属する職種との違い 

11      他職種連携における意見調整（コンフリクトマネジメント） 

12 保健衛生法規 

地域保健法 

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 

13 高齢者の医療の確保に関する法律 

14 福祉関係法規 

障害者総合支援法、身体障害者福祉法、就労支援 

15 児童福祉法、知的障害者福祉法、老人福祉法 

各単元終了後に講議確認テストを行います。 

講議は教科書、配布資料、スライド等を用いて行います。 

課題レポートやグループディスカッションにて講議を進行する授業もあります。 
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【専門基礎分野】コメディカル論 

担当講師 大坪 寛知・松永 純也 対象学年 Ⅰ部 2年生 

概  要 放射線技師の業務を理解するとともに、他職種連携からみた放射線技師と理学療法につ

いて説明する。さらに、理学療法の実施に関係する医療画像（レントゲン画像、CT・MRI

画像など）の評価について説明する。 

学習到達目標 単純 X 線、CT、MRI の基礎知識を学び、医療画像から有意な情報を読み取れるように

なることを目標とする。 

教 科 書 配布資料 

 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

最終レポート 100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 画像診断の概要について学習する。 

 

2 レントゲン画像から理学療法実施上の留意点について学習する。 

 

3 CT 画像から理学療法実施上の留意点について学習する。 

 

4 MRI画像から理学療法実施上の留意点について学習する。 
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【専門基礎分野】コメディカル論 

担当講師 中川 仁 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 看護の位置づけを他職種との比較、法律上の定義、健康概念から理解する。また、他職

種連携からみた看護と理学療法について具体的に示す。さらに、看護技術としてのスタ

ンダードプリコーションと喀痰吸引を解説、実技指導する。 

学習到達目標 理学療法、介護と対比して看護の位置づけを説明できる。 

「療養上の世話又は診療の補助を行う」という基本要素を具体的に説明できる。 

健康状態を左右する要因について説明できる。 

ウェルネスを志向した看護の特殊性を説明できる。 

看護師の専門性を技術の側面から説明できる。 

チーム医療に果たすべき看護師の役割について説明できる。 

スタンダードプリコーションを含む吸引の手順を理解し、実施することができる。 

教 科 書 なし 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義内におけるレポート 20％、最終レポート 80％ 

＜評価基準＞ 

以上の合算で 60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 看護とは何かを説明するとともに、看護の業務内容について明らかにする 

 

2 看護技術の基本（ヘルスアセスメント）を健康レベルに応じて説明する 

 

3 具体的な看護技術の内容はどのようなものがあるかを活動領域とともに説明

する 

4 他職種連携を視野に入れたチーム医療における看護師の役割について説明す

る 

5 スタンダードプリコーション（手洗い、ガウンテクニック、手袋、エプロ

ン）について演習する 

6 喀痰吸引を演習するとともに感染についての知識を説明する 
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【専門基礎分野】コメディカル論 

担当講師 大島 安 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 作業療法の対象と評価、治療について学ぶ。 

学習到達目標 作業療法について理解を深める。 

リハビリテーションチームにおける作業療法士の役割について説明できる。 

理学療法士と作業療法士の連携について説明できる。 

教 科 書 配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認レポート 100% 

 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

 

授業計画  

回数 内容 

1 作業療法の定義、対象・目的・手段と方法について理解する。 

多職種連携における作業療法士の役割について理解する。 

作業療法の歴史について理解する。 

2 作業療法理論の変遷について理解する。 

作業療法の実践事例、精神科領域の作業療法についての紹介。 

3 身体障害領域の作業療法について理解する。 

脳血管疾患、高次脳機能障害 

4 身体障害領域の作業療法について理解する。 

ハンドセラピー、呼吸器疾患 

維持期の作業療法の紹介。 
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【専門基礎分野】コメディカル論 

担当講師 村瀬 幸恵 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 摂食嚥下のメカニズムを理解し、言語聴覚士の役割とチーム医療の実際について知り、

コミュニケーション障害、摂食・嚥下障害のリハビリテーション（評価と治療）を学ぶ。 

学習到達目標 ①言語聴覚士の役割とチーム医療・多職種連携について説明できる。 

②コミュニケーション障害（主に失語症と構音障害）と摂食・嚥下障害の病態とメカニ

ズムやリハビリテーションについて説明できる。 

教 科 書 配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義出席率 20％ 

講義内容を踏まえて「コメディカルの一員としての在り方」について考察レポート 80％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

 

授業計画  

回数 内容 

1 言語聴覚士の定義と役割、チーム医療、他職種連携の重要性を理解する。

また、コミュニケーションの定義と技術を理解する。 

2 摂食・嚥下障害のメカニズムとリハビリテーションを理解する。 

 

3 失語症の障害メカニズムとリハビリテーションを理解する。 

 

4 構音障害のメカニズムとリハビリテーションを理解する。 

 

・スライドを用いての講義後、動画を供覧します。 

・4回目講義終了後にレポートを提出してください。 
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【専門分野】理学療法概論Ⅰ 

担当講師 長岡 正和・中山 直輝 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 理学療法についての基本的理解を、その歴史的、法的位置づけ、実際の方法論などの概

要について理解を深め、今後学習していく上での基本的事項を理解する。理学療法士の

医療、福祉領域でのリハビリテーションチームとしての役割を理解する。対象者の尊厳

を基軸とした理学療法の提供・発展に関わる素地を養う。 

学習到達目標 理学療法業務と理学療法士としての専門性を理解する。 

医療、福祉分野での理学療法の役割を理解する。 

理学療法実施上の安全管理について説明できる。 

教 科 書 理学療法学テキストⅠ 理学療法概論第 4 版（九州神陵文庫） 

配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講議確認テスト（小テスト）10％ 

講議最終試験（定期試験）80％ 

課題発表、課題レポート 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 理学療法（士）とは 

理学療法の定義、理学療法とリハビリテーションの違い 

理学療法の歴史 

2 理学療法士及び作業療法士法 

3 理学療法士としての使命、役割と責務 

4 理学療法に求められる倫理と哲学 

5 理学療法関連法規・諸制度 

医療保険制度、介護保険制度 

6 理学療法の過程について説明できる 

理学療法モデル 

7 各病期（急性期、回復期、生活期、介護・終末期）における理学療法 

8 理学療法の実際 

運動療法、物理療法 

9 日常生活活動動作訓練 

10 理学療法の基礎 

評価から治療・効果判定までの手順 

11 理学療法の職域、他職種連携 

12 理学療法の管理・運営とリスクマネジメント 

個人情報保護法、カルテの管理 

13 安全性の管理、、医療事故、コンプライアンス（法令遵守） 

14 感染対策、医療現場の清潔 

15 理学療法の質の保証 

自己研鑽の必要性と方法、生涯学習 

各単元終了後に講議確認テストを行います。 

講議は教科書・配布資料・スライド等を用いて行います。 

実技を行う授業もあります。動きやすい服装の準備をお願いします。 

実技の際には清潔には十分留意してください。 

課題レポートやグループディスカッションにて講議を進行する授業もあります。 
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【専門分野】理学療法評価論 

担当講師 沼倉 功・中山 直輝 対象学年 Ⅰ部 1年・Ⅱ部 1年 

概  要 EBPT につながる基本として、理学療法士が行う検査測定結果から目標設定、理学療法プ

ログラムの立案につながる臨床推論の基本的な流れが展開できる素地を養う。疾病に関

係なく理学療法士が実施する種々の機能低下を把握するための検査測定技法を修得し、

その結果の解釈について学ぶ。情報収集から治療計画立案、効果判定、最終目標の到達

判断に至るまでの過程について具体例を通して学ぶ。 

学習到達目標 理学療法評価・臨床推論の流れを説明できる。 

理学療法の基本的評価技術を修得する。 

教 科 書 シンプル理学療法学シリーズ 理学療法評価学テキスト（南江堂） 

配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講議確認テスト（小テスト）10％ 

講議最終試験（定期試験）80％ 

課題発表、課題レポート 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 理学療法評価とは 

意義と目的 

2 信頼性と妥当性 

3 理学療法評価の目的と評価方法 

理学療法評価を実施する時期 

理学療法評価実施前のスクリーニング検査 

4 実施（観察・検査・測定・動作観察） 

情報収集（検査・画像所見） 

5 理学療法評価に基づく治療計画立案までのプロセス 

6 理学療法実施に関わる情報の整理 

7 理学療法の目標設定 

理学療法プログラムの立案 

8  カルテの記載、理学療法の実施記録 

9 患者・対象者への教育、インフォームド・コンセント 

10 疾患および機能不全に応じたリスクや注意事項 

患者・対象者の動機づけを引き出す為に必要なポイント 

11 医療面接 

12 医療面接（演習） 

13 全身状態の観察 

意識（GOS・JCS） 

バイタルサイン（血圧・心拍・呼吸数計測） 

14 全身状態の観察 

栄養状態、皮膚（褥瘡）、排尿・排便、摂食・嚥下 

15 全身状態の観察（演習） 

各単元終了後に講議確認テストを行います。 

講議は教科書・配布資料・スライド等を用いて行います。 

実技を行う授業もあります。動きやすい服装の準備をお願いします。 

実技の際には清潔には十分留意してください。 

課題レポートやグループディスカッションにて講議を進行する授業もあります。 
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【専門分野】理学療法概論Ⅱ 

担当講師 豊田 愼一・野田 将嗣 対象学年 Ⅰ部 2 年・Ⅱ部 3 年 

概  要 理学療法評価のもとに、対象者に必要な情報を客観的・批判的に統合整理し、根拠ある

理学療法の実践に結び付けて考える思考過程能力を養う。 

エビデンス（根拠）に基づく理学療法実践の展開力を身に付けるため、倫理的側面を含

めて課題解決力の素地を養う。 

学習到達目標 得られた情報を統合し、客観的・批判的に整理して理学療法評価過程の考え方を理解し

書面としてまとめレジュメ等を作成する。 

理学療法評価過程における課題に対するため EBM を基に解決手段を考え学ぶ。 

研究活動等に参加し根拠ある理学療法を実践できる思考を身につける。 

教 科 書 PT・OTビジュアルテキスト リハビリテーション基礎評価学（羊土社） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

課題レポート 

定期試験 

＜評価基準＞ 

課題レポート合格の後、定期試験 60％以上の正答にて合格 

授業計画  

回数 内容 

1 
概論 

理学療法過程について EBM 概論、 診療ガイドラインについて 

2 
研究とエビデンスに基づく理学療法 

EBM に基づく研究活動を評価・治療・目標設定につなげる 

3 
基礎情報収集 

評価の時期、 情報収集の内容と項目、 情報収集の定型 

4 
理学療法評価 

検査測定の留意事項 

5 
統合と解釈 1 

概要、 記録方法ならびに記録上の注意 

6 
統合と解釈 2（グループ課題） 

評価演習、問題点の抽出（模擬症例：整形疾患）、治療方針の決定 

7 
統合と解釈 3（グループ課題） 

評価演習、問題点の抽出（模擬症例：中枢疾患）、治療方針の決定 

8 
統合と解釈 4（グループ課題） 

評価演習、問題点の抽出（模擬症例：内部疾患）、治療方針の決定 

9 
統合と解釈 5（グループ課題） 

統合と解釈 1～4についてプレゼンテーション及びディスカッション 

10 
臨床動作・姿勢分析 1（グループ課題） 

基本動作における評価演習、問題点の抽出及び解決方法の考察 

11 
臨床動作・姿勢分析 2（グループ課題） 

起居動作における評価演習、問題点の抽出及び解決方法の考察 

12 
臨床動作・姿勢分析 3（グループ課題） 

異常歩行における評価演習、問題点の抽出及び解決方法の考察 

13 
臨床動作・姿勢分析 4（グループ課題） 

異常歩行における評価演習、問題点の抽出及び解決方法の考察 

14 
臨床動作・姿勢分析 5（グループ課題） 

臨床動作・姿勢分析 1～4についてプレゼンテーション及びディスカッション 

15 

統合と解釈 6（グループ課題） 

統合と解釈 5、臨床動作・姿勢分析 5を統合し疾患別レジュメ作成 

プレゼンテーション及びディスカッション 
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【専門分野】理学療法研究論 

担当講師 沼倉 功・中川 仁 対象学年 Ⅰ部 2 年・Ⅱ部 2 年 

概  要 理学療法における研究の必要性・意義を、疫学統計の実践を通してエビデンス（根拠）

について講義する。また、文献抄読と模擬研究計画書の作成を通して、研究方法と、研

究に伴う研究倫理、研究成果について講義する。 

学習到達目標 ①理学療法実践と理学療法研究の必要性について説明できる。 

②ヘルシンキ宣言の内容を学習し、医療者における研究の倫理概念について説明できる。 

②文献を読み、研究の方法や研究のエビデンスについて説明できる。 

③具体的な疫学統計をもとに基礎統計学の用語や仕組みを説明できる。 

教 科 書 はじめての研究法 コ・メディカルの研究法 第 2版 神陵文庫 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

文献抄読レポート 10％、模擬研究計画書 10％、定期試験 80％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 理学療法実践における研究を学ぶ必要性と研究の流れを理解する。 

 

2 研究計画の構成内容を理解するとともに研究のデザインについて理解す

る。 

3 研究の社会的意義と研究のバックグランドの関係について理解する。 

 

4 研究の仮説の立て方を学習し、仮説と研究の方法との関係を理解する。 

 

5 文献抄読を通して研究の対象の決め方と研究に要する期間、データの読み

方について理解する。 

6 統計学的用語とその意味するところを理解するとともに、統計学の基礎知

識について理解する。 

7 研究目的に応じた統計手法の選択と尺度の扱い方について理解する。 

 

8 代表的な統計手法（クロス表の検定）について理解する。 

 

9 母集団と標本について学習し、パラメトリック検定とノンパラメトリック

検定の違いについて理解する。 

10 代表的な統計手法（平均値の差の検定）について理解する。 

 

11 代表的な統計手法（Pearson の積率相関と Spearman の順位相関）につ

いて理解する。 

12 その他代表的な統計手法（分散分析、回帰など）について理解する。 

 

13 研究者倫理（オーサーシップ、研究不正などを含む)と研究対象者に対

する倫理的配慮について理解する。 

14 エビデンスレベルおよび診療ガイドラインについて理解する。 

 

15 抄録およびスライドの作り方および口頭発表の仕方とポスター発表の作

り方について理解する。 

・講義前半はスライドを用いての講義、後半は講義内容に即した模擬研究計画書作

成のためのグループワークをします。 

・統計学の講義内容の際は PC を持参してください。 
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【専門分野】機能解剖学 

担当講師 水上 志帆・野田 将嗣 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 身体を構成する組織・器官を筋・骨格系（運動器）、神経系、内臓諸器官系に大別し、理

学療法士の治療の基礎となる骨・筋・靭帯・動脈の部位・名称を教科書や模型を用いて

確認する。また、その確認した骨・筋・靭帯・動脈について体表より触知できることを

学ぶ。 

学習到達目標 身体を構成する組織と器官の構造と機能について理解する 

①骨・関節の構造と機能について説明できる。また体表から触知することができる。 

②骨格筋の構造と機能について説明できる。また体表から触知することができる。 

③神経（末梢・中枢神経系）の構造と機能について説明できる。 

④循環器（心臓・血管など）の構造と機能について説明できる。また体表から動脈を触

知することができる。 

教 科 書 解剖学カラーアトラス 第 8 版（医学書院） 

新 徒手筋力検査法 第 9版 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト（小テスト・実技テスト）30％ 

講義最終試験（定期試験）60％ 

講義出席率 10％． 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し,60点以上を合格とする. 

授業計画  

回数 内容 

1 上肢の骨の構造と機能について理解する。 

2 上肢の関節の構造と機能について理解する。 

3 上肢の骨（ランドマーク）・関節・靭帯において体表から触知する。 

4 下肢の骨の構造と機能について理解する。 

5 下肢の関節の構造と機能について理解する。 

6 下肢の骨（ランドマーク）・関節・靭帯において体表から触知する。 

7 体幹の骨・関節の構造と機能について理解する。 

8 体幹の骨（ランドマーク）・関節・靭帯において体表から触知する。 

9 上肢の骨格筋・神経の構造と機能について理解する。 

10 上肢の骨格筋において体表から触知する。 

11 下肢の骨格筋・神経の構造と機能について理解する。 

12 下肢の骨格筋において体表から触知する。 

13 体幹の骨格筋・神経の構造と機能について理解する。 

14 体幹の骨格筋において体表から触知する。 

15 循環器の構造と機能について理解し、体表から動脈を触知する。 

 

・模型を用いて骨の部位、関節、筋の走向を確認後、触診の実技をペアにて実施する。 

・骨（ランドマーク）、筋、動脈の触診においては実技テストも実施する。 
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【専門分野】運動生理学 

担当講師 坂口 勇人・本保 真 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 人間はさまざまな活動（運動）を営むことができる生物ということを理解できるように

なるため、人間の活動（運動）時の呼吸、循環、代謝の変化とその基本的なメカニズム

を学ぶ。 

学習到達目標 ① 活動（運動）を継続する上で必要となる運動耐容能について説明できる。 

② 運動による呼吸の変化について説明できる。 

③ 運動による循環の変化について説明できる。 

④ 運動による代謝の変化について説明できる。 

教 科 書 参考書：「運動生理学の基礎と発展」春日規克他 フリースペース 

    「入門運動生理学第 3 版」 勝田茂他 杏林書院 

    「トートラ人体の構造と機能第 3 版」 大野忠雄他 丸善株式会社 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

小テスト 30％ 

レポート 20％ 

定期試験 50％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し 60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 総論：人間が活動する際に必要な構造と機能を学ぶ 

2 運動と呼吸①：呼吸に関係する解剖、呼吸運動に関係する筋の働き 

3 運動と呼吸②：ガス交換、呼吸数、肺活量、換気量などの理解 

4 運動と呼吸③：呼吸中枢、運動時換気亢進メカニズムについての理解 

5 呼吸器実習① 

6 呼吸器実習② 

7 運動と循環①：循環器系に関する解剖、刺激伝導系について 

8 運動と循環②：中心循環、受容器、運動時の循環調節について 

9 運動と循環③：運動時の循環調節について 

10 運動と循環④：心電図について 

11 心電図実習① 

12 心電図実習② 

13 運動と代謝①：運動時のエネルギー供給について 

14 運動と代謝②：疲労の分類、定義、要因について 

15 運動と代謝③：疲労のメカニズムについて 

・毎回、小テストを実施する予定です。 
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【専門分野】運動療法論 

担当講師 長岡 正和・三宅 わか子 対象学年 Ⅰ部 1年・Ⅰ部 2 年・Ⅱ部 2 年 

概  要 人間はさまざまな活動（運動）を営むことができる生物ということを理解できるように 

なるため、人間の活動（運動）を細分化し、その基本的なメカニズムを学ぶ。 

各種運動療法の特徴、運動療法の適応、発達障害に対する理学療法評価と治療について、 

実践例を交えながら講義を展開する。講義では視覚教材（写真、映像など）を補助的に 

使用ながら運動療法の領域の特性の理解を深め、症例を提示しながら、ワークシート学 

習形式でケーススタディを実施し、検討結果についてフィードバックする。安全かつ効 

果的な理学療法が提供できるように、疾患・障害に関係なく適用される基本的な技術に 

ついて、知識を修得すると共に、実技能力としての修得を確認する． 

学習到達目標 1．人間の活動（運動）について基礎知識の整理ができる 

2．運動療法の概念を理解し、中枢神経障害、整形外科疾患の基本的な運動療法の特徴お

よび障害に対する運動療法の適応を理解する 

3．発達障害を生じる代表的な疾患の病態･症状、理学療法評価と治療について理解する 

4．ケーススタディを通じて治療を立案することができ、報告書の作成ができる 

教 科 書 運動療法学テキスト 第 3 版 南江堂 

イラストでわかる小児理学療法 医歯薬出版社 

配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義最終試験（定期試験）80％ 実技演習 5％ 

課題提出 10％ 講義出席率 5％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 総論・基礎運動療法、運動療法の歴史、各種運動療法 

2 運動療法の意義と目的 

3 栄養・安全管理・環境整備 

4 関節可動域運動、感覚の異常 

5 筋力増強・持久力運動 

6 リラクゼーション・全身調整運動 

7 協調性運動 

8 運動学習 

9 脳性麻痺の概要・評価・問題点・治療方針・治療プログラム 

10 重症心身障害児の概要・評価・問題点・治療方針・治療プログラム 

11 低出生体重児の概要・評価・問題点・治療方針・治療プログラム 

12 広汎性発達障害の概要・評価・問題点・治療方針・治療プログラム 

13 ジストロフィー症・二分脊椎・骨関節疾患の概要・評価・問題点・治療方

針・治療プログラム 

14 Case Study1 脳血管疾患の運動療法の実践 

15 Case Study2 骨関節疾患の運動療法の実践 
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【専門分野】理学療法評価論 

担当講師 沼倉 功・中山 直輝 対象学年 Ⅰ部 1年・Ⅱ部 1年 

概  要 EBPT につながる基本として、理学療法士が行う検査測定結果から目標設定、理学療法プ

ログラムの立案につながる臨床推論の基本的な流れが展開できる素地を養う。疾病に関

係なく理学療法士が実施する種々の機能低下を把握するための検査測定技法を修得し、

その結果の解釈について学ぶ。情報収集から治療計画立案、効果判定、最終目標の到達

判断に至るまでの過程について具体例を通して学ぶ。 

学習到達目標 理学療法評価・臨床推論の流れを説明できる。 

理学療法の基本的評価技術を修得する。 

教 科 書 シンプル理学療法学シリーズ 理学療法評価学テキスト（南江堂） 

配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講議確認テスト（小テスト）10％ 

講議最終試験（定期試験）80％ 

課題発表、課題レポート 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 理学療法評価とは 

意義と目的 

2 信頼性と妥当性 

3 理学療法評価の目的と評価方法 

理学療法評価を実施する時期 

理学療法評価実施前のスクリーニング検査 

4 実施（観察・検査・測定・動作観察） 

情報収集（検査・画像所見） 

5 理学療法評価に基づく治療計画立案までのプロセス 

6 理学療法実施に関わる情報の整理 

7 理学療法の目標設定 

理学療法プログラムの立案 

8  カルテの記載、理学療法の実施記録 

9 患者・対象者への教育、インフォームド・コンセント 

10 疾患および機能不全に応じたリスクや注意事項 

患者・対象者の動機づけを引き出す為に必要なポイント 

11 医療面接 

12 医療面接（演習） 

13 全身状態の観察 

意識（GOS・JCS） 

バイタルサイン（血圧・心拍・呼吸数計測） 

14 全身状態の観察 

栄養状態、皮膚（褥瘡）、排尿・排便、摂食・嚥下 

15 全身状態の観察（演習） 

各単元終了後に講議確認テストを行います。 

講議は教科書・配布資料・スライド等を用いて行います。 

実技を行う授業もあります。動きやすい服装の準備をお願いします。 

実技の際には清潔には十分留意してください。 

課題レポートやグループディスカッションにて講議を進行する授業もあります。 
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【専門分野】理学療法評価学Ⅰ 

担当講師 野田 将嗣・中川 仁 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年・Ⅱ部 2年 

概  要 各検査の意義・目的を理解し、実施できるようにする。また、疾患を見据えて、各関節

ごとに関節可動域、整形外科的検査法を結びつけながら学ぶ。関節可動域検査では、基

本軸、移動軸、参考可動域を理解し、整形外科的検査では、各疾患に対する検査法、検

査手順、陽性の機序、その結果の解釈について学ぶ。 

学習到達目標 ・各検査の意義、目的を理解する。 

・各検査が実際に行えるようにする。 

・患者の症状に応じた検査方法を身につける。 

教 科 書 シンプル理学療法学シリーズ 理学療法評価学テキスト 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

実技試験 

定期試験 

＜評価基準＞ 

実技試験合格の後、定期試験 60％以上の正答にて合格 

授業計画  

回数 内容 

1 関節可動域測定についての概論 

 関節可動域測定の概要・方法・目的について, 検査の注意事項 

 関節可動域制限の程度と関連要因の把握について 

2 実技 1 

 肩甲帯, 肩関節 

3 実技 2 

 肘関節, 前腕, 手関節 

4 実技 3 

 股関節, 膝関節 

5 実技 4 

 足関節, 手指, 足趾 

6 実技 5 

 体幹 

7 実技 6 

 頸部 

8 実技 7 

 実技 1～6 総復習 

9 実技試験 

 実技 1～6 について実技試験実施 

10 整形外科的検査法 1（グループ課題） 

 検査方法, 意義, 陽性の機序について調べる： 

 頚部疾患検査、胸郭出口症候群および胸椎部疾患検査、腰部疾患検査、

仙腸関節疾患検査、肩関節疾患検査、肘関節疾患検査、手関節疾患検査、

指関節疾患検査、股関節疾患検査、膝関節疾患検査、足関節疾患検査、

その他 

11 整形外科的検査法 2（グループ課題） 

 検査方法, 意義, 陽性の機序について調べる 

12 整形外科的検査法 1～2 についてプレゼンテーション 

13 整形外科的検査法 1～2 についてプレゼンテーション 

14 整形外科的検査法 1～2 についてプレゼンテーション 

15 まとめ 

 関節可動域測定および整形外科的検査法 
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【専門分野】理学療法評価学Ⅱ 

担当講師 沼倉 功・籾内 真二 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 疾病に関係なく理学療法士が実施する種々の機能低下を把握するための検査測定技法を

修得し、その結果の解釈について学ぶ。 

学習到達目標 理学療法の基本的評価技術を修得する（形態計測、徒手筋力検査、筋持久力検査）。 

① 機能形態計測（四肢長，周径など）が実施できる。 

② 筋力低下の程度と関連要因を把握する評価が実施できる。 

③ 持久性低下の程度と関連要因を把握する評価が実施できる。 

教 科 書 ・シンプル理学療法学シリーズ 理学療法評価学テキスト 

・新・徒手筋力検査法 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義最終試験（定期試験）70％ 

実技試験（形態計測、徒手筋力検査、筋持久力検査）30％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し,60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 四肢長・周径測定について理解する。 

 

2 四肢長・周径測定を実施する。 

 

3 徒手筋力検査（daniels らの徒手筋力検査）について理解する。 

 

4 徒手筋力検査を実施する（下肢）。 

 

5 徒手筋力検査を実施する（下肢）。 

 

6 徒手筋力検査を実施する（下肢）。 

 

7 徒手筋力検査を実施する（下肢）。 

 

8 徒手筋力検査を実施する（上肢）。 

 

9 徒手筋力検査を実施する（上肢）。 

 

10 徒手筋力検査を実施する（上肢）。 

 

11 徒手筋力検査を実施する（上肢）。 

 

12 徒手筋力検査を実施する（頸部・体幹）。 

 

13 徒手筋力検査を実施する（頸部・体幹）。 

 

14 筋持久力検査を理解する。 

 

15 筋持久力検査を実施する。 

 

・実技を主体とした講義となりますので、動きやすい服装を準備しておいてください。 

・教科書および検査器具は忘れないようにしてください。 
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【専門分野】理学療法評価学Ⅲ 

担当講師 水上 志帆・中川 仁 対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 基礎的知識をもとに，疾病に関係なく理学療法士が実施する種々の機能低下を把握する

ための検査測定技法を修得し、その結果の解釈について学ぶ。 

学習到達目標 理学療法の基本的評価技術を修得する（反射、筋緊張検査、感覚検査） 

①反射の構造を理解し、関連要因を把握する評価が実施できる。 

②バランス・平衡機能低下の程度と関連要因を把握する評価が実施できる。 

③筋緊張異常の程度と関連要因を把握する評価が実施できる。 

④感覚異常の程度と関連要因を把握する評価が実施できる。 

⑤疼痛（急性痛、慢性疼痛)の程度と関連要因を把握する評価が実施できる。 

教 科 書 シンプル理学療法学シリーズ 理学療法評価学テキスト 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト（小テスト）5％ 

実技試験 20％ 

課題提出 10％ 

講義最終試験（定期試験）60％ 

講義出席率 5％． 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し,60点以上を合格とする.  

授業計画  

回数 内容 

1 腱反射のメカニズムを学び、関連要因を理解する。 

2 表在反射・病的反射のメカニズムを学び、関連要因を理解する。 

3 バランス・平衡機能のメカニズムを学び、関連要因を理解する。 

4 筋緊張のメカニズムを学び、関連要因を理解する。 

5 感覚に関する経路を学び、関連要因を理解する。 

6 疼痛のメカニズムを学び、関連要因を理解する。 

7 反射検査・バランス検査・平衡機能検査の意義と方法を理解する。 

8 筋緊張検査・疼痛検査の意義と方法を理解する。 

9 感覚検査の意義と方法を理解する。 

10 腱反射検査を実施する。 

11 表在反射・病的反射の検査を実施する。 

12 バランス・平衡機能の検査を実施する。 

13 筋緊張検査を実施する。 

14 感覚検査を実施する。 

15 疼痛検査を実施する。 

・1～6回はスライドを用いての講議、7～9 回はグループワークにて各検査に関する 

意義・方法をまとめ、10～15 回目に各検査の実技を実施します。 

・単元ごとに小テストを行い、後半には実技テストも実施します。 
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【専門分野】理学療法評価学Ⅳ 

担当講師 一柳 雅仁 対象学年 Ⅰ部 2年・Ⅱ部 2年 

概  要 中枢神経の機能とそのメカニズムを理解するとともに、障害を受けた際に生ずる病態を

把握し、総合評価に結び付けるための検査・測定方法、技術を修得するとともに、その

結果の解釈について学ぶ。 

学習到達目標 中枢性運動麻痺の病態を正しく理解した上で、適切な検査・測定を選択し実施すること

ができる。 

認知・高次脳機能障害を正しく理解した上で、適切な検査・測定を選択し実施すること

ができる。 

教 科 書 シンプル理学療法学シリーズ 理学療法評価学テキスト 

高次脳機能障害学 第 2 版 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

規定回数の 2/3 以上の授業参加と定期試験 100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 運動麻痺  

・中枢性運動麻痺と末梢性運動麻痺の病態と症候 

2 運動麻痺  

・中枢性運動麻痺と末梢性運動麻痺の相違事項 

3 運動麻痺の検査・測定  

・中枢性運動麻痺と末梢性運動麻痺それぞれの方法論 

4 量的側面と質的側面 

・Motoricity Index、Brunnstrom Recovery Stage、Modified Ashworth 

Scale の理解と実践 

5 総合評価 

・SIAS、Fugl-Meyer Assessment、mNIHSS、JSSM の理解と主とし

て SIAS の実践 

6 活動制限の評価 

 ・ｍRankin Scale、Barthel Index、FIMの理解と主として Rankin Scale の

実践 

7 精神機能の障害 ・脳損傷に伴う広義の精神機能障害の病態と症候  

 ・意識障害、注意障害、記憶障害・言語機能の障害(失語)、行為の遂行障

害(失行)、認識機能の障害(失認) ＜高次脳機能障害＞ 、知能障害、

学習障害 

8 意識と注意の障害 

 ・JCS、GCS、数字の順唱/逆唱、文字抹消検査、仮名拾い検査、ストループ

テストの理解と実践 

9 記憶の障害  

・脳血管障害、脳炎、低酸素脳症などによる場合と認知症による場合 

 ・視覚性記憶（５物品の記憶検査、レイオステライト図形記憶検査）、聴覚

性記憶（数字の順唱/逆唱、三宅式記銘力検査） 

10 言語機能の障害（失語）  

・失語症のタイプ別特性の理解とスクリーニング検査の実践 

 ・標準失語症検査 SLTAの理解 

11 行為の遂行障害（失行）  

・失行症のタイプ別特性の理解と検査の実践 

 ・模倣検査、物品使用検査、紐結び/ページめくり検査 
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12 認識機構の障害（失認）  

・失認症のタイプ別特性の理解と検査の実践 

 ・線分二等分検査、文字抹消検査、模写検査、病態失認質問紙検査 

13 知能障害 

 ・長谷川式簡易知能評価スケール、MMSE の理解と検査の実践  

14 主として脳血管障害に基づく脳損傷における複数の障害が同時に存在する場

合の評価と結果の解釈 ① 

15 主として脳血管障害に基づく脳損傷における複数の障害が同時に存在する場

合の評価と結果の解釈 ②  
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【専門分野】理学療法評価学Ⅴ 

担当講師 三宅 わか子 対象学年 Ⅰ部 2年・Ⅱ部 3 年 

概  要 基礎的知識をもとに、種々の機能低下を把握する脳神経検査、協調テストを中心に理学

療法検査測定技法について学ぶ。各検査の意義・目的・検査方法・判定方法について実

技を含めて実施でき、その結果の解釈について学修する。 

学習到達目標 1．脳神経検査、協調性検査の意義、目的を理解する。 

2．バランス。平衡機能の低下の程度と関連要因を把握できる 

3．各検査の実施と結果の記録ができる。 

4．患者の症状に応じた検査方法を身につける。 

教 科 書 シンプル理学療法学シリーズ 理学療法評価学テキスト（南江堂） 

参考書：ベッドサイドの神経の診かた 改訂 17 版（南山堂） 

配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

〈評価方法と割合〉 

講義最終試験（定期試験）70％ 

実技試験 15％ 課題提出 10％ 講義出席率 5％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、６０点以上を合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 脳神経障害の概要 

2 【脳神経検査１】 

嗅（Ⅰ）神経、視（Ⅱ）神経件さが実施できる 

・障害部位の見かた  

・各種検査方法と結果の記録 

3 【脳神経検査２】 

動眼（Ⅲ）神経、滑車（Ⅳ）神経、外転（Ⅵ）神経の各種検査が実施でき

る・障害部位の見かた 

・眼瞼下垂・眼球の異常所見・瞳孔の異常・瞳孔反射の異常 

・瞳孔異常を呈する症候群・眼筋麻痺・共同性眼球運動の麻痺 

・眼振の診断的意義・異常眼球運動と病巣部位 

・各種検査方法と結果の記録 

4 【脳神経検査３】 

三叉（Ⅴ）神経検査が実施できる 

・障害部位の見かた・三叉神経痛・血管腫 

・検査方法と結果の記録 

顔面（Ⅶ）神経 

・中枢性障害と末梢性障害の鑑別・末梢神経障害の見かた 

・橋障害による顔面麻痺・その他症候群 

・検査方法と結果の記録 

5 【脳神経検査４】 

聴（Ⅷ）神経検査が実施できる 

・障害部位の見かた・神経性難聴・めまい・検査方法と結果の記録 

舌咽（Ⅸ）神経、迷走（Ⅹ）神経 

・障害部位の見かた・舌咽神経痛・反回神経麻痺・球麻痺 

・検査方法と結果の記録 

副（Ⅺ）神経  舌下（Ⅻ）神経 

・障害部位の見かた 

・検査方法と結果の記録 

6 脳神経検査実技 

7 【協調性検査】 

協調性障害の概論 
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8 運動失調の分類 

協調性障害を呈する疾患 

9 協調性検査の実際 

運動失調検査・その他の検査 

10 バランス・平衡機能の低下の程度と関連要因 

各種検査 

11 協調性検査実施上の注意 

各検査の実施と結果の記録 

12 協調性・バランス・平衡機能検査実技 

13 Case Study１ 

脳神経障害を呈する疾患の評価、問題点の理解、治療方針、治療プログラ

ム、ケースレポートの作成 

14 Case Study２ 

協調性障害を呈する疾患の評価、問題点の理解、治療方針、治療プログラ

ム、ケースレポートの作成 

15 理学療法評価・検査実技まとめ 
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【専門分野】病態運動学Ⅰ 

担当講師 豊田 愼一 対象学年 Ⅰ部 2年・Ⅱ部 2年 

概  要 痛み（急性痛、慢性疼痛）を引き起こす主な疾患の病因（これらに伴う骨損傷や創傷の

病態を含む）、病態生理、症候、診断と治療を学び、各疾患毎の痛みに対応できるよう知

識の習得を計る。 

学習到達目標 急性痛、慢性疼痛について理解する。 

検査、評価、診断について理解する。 

慢性疼痛の分類、リハビリテーション医療を理解する。 

教 科 書 ペインリハビリテーション入門（三輪書店） 

機能障害科学入門（神陵文庫） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

レポート課題 

期末試験 

＜評価基準＞ 

課題 10％ 期末試験 90％ 

全体で 60％以上の正答が必要 

授業計画  

回数 内容 

1 急性痛 

概論 1（疫学、予後） 

2 急性痛 

概論 2（病因、症候） 

3 急性痛 

評価、診断について 

4 急性痛 

各疾患の急性痛に対する医学的治療について（ガイドライン） 

5 急性痛 

各疾患の急性痛に対するリハビリテーション医療について（方法） 

6 急性痛 

各疾患の急性痛に対するリハビリテーション医療の効果判定について 

7 慢性疼痛 

概論 1（疫学、予後） 

8 慢性疼痛 

概論 2（病因、症候） 

9 慢性疼痛 

評価、診断について 

10 慢性疼痛 

各疾患の慢性疼痛に対する医学的治療について（ガイドライン） 

11 慢性疼痛 

各疾患の慢性疼痛に対するリハビリテーション医療について 1（方法） 

12 慢性疼痛 

各疾患の慢性疼痛に対するリハビリテーション医療について 2（方法） 

13 慢性疼痛 

各疾患の慢性疼痛に対するリハビリテーション医療の効果判定について 

14 慢性疼痛 

慢性疼痛の分類 1（がん性慢性疼痛、一次性慢性疼痛、慢性筋骨格系痛） 

15 慢性疼痛 

慢性疼痛の分類 2（術後および外傷後慢性疼痛、その他の慢性疼痛） 
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【専門分野】病態運動学Ⅱ 

担当講師 長岡 正和・中川 仁 対象学年 Ⅰ部 2年・Ⅱ部 3 年 

概  要 理学療法を科学的に理解し、臨床において効果的な実践に向けての基本的事項について

学ぶ。 

疾病に関係なく理学療法士が実施する種々の機能低下を把握するための検査測定技法を

修得し、その結果の解釈について学ぶ。 

学習到達目標 関節可動域制限、筋力低下の病態とそのメカニズムについて説明できる。 

姿勢異常（臥位，座位，立位)、 運動能力低下，動作能力低下、起居移動動作能力低下

の程度と関連要因を把握する評価が実施できる。 

教 科 書 1～4回：機能障害科学入門 （九州神陵文庫） 

5～15 回：配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義最終試験（定期試験）70% 

課題発表①10%、課題発表②10%、課題発表③10% 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 関節可動域制限の病態 

 

2 関節可動域制限のメカニズム 

 

3 筋力低下の病態 

 

4 筋力低下のメカニズム 

 

5 グループワーク①：【テーマ】姿勢異常（臥位・座位・立位)を把握（程度、

関連要因）する 

6 グループワーク①：グループワーク（①把握のための項目を抽出し理解する） 

 

7 グループワーク①：課題発表① 

 

8 グループワーク②：【テーマ】運動能力低下を把握（程度、関連要因）する 

 

9 グループワーク②：グループワーク（②把握のための項目を抽出する） 

 

10 グループワーク②：グループワーク（③把握のための項目を理解する） 

 

11 グループワーク②：課題発表② 

 

12 グループワーク③：【テーマ】起居移動動作能力低下を把握（程度、関連要因）

する 

13 グループワーク③：グループワーク（④把握のための項目を抽出する） 

 

14 グループワーク③：グループワーク（⑤把握のための項目を理解する） 

 

15 グループワーク③：課題発表③ 

 
 

 

 



77 

 

【専門分野】運動療法学Ⅰ 

担当講師 水上 志帆・沼倉 功 対象学年 Ⅰ部 2 年・Ⅱ部 2 年 

概  要 ・内部障害理解のために必要な病因・病態や生体反応について学ぶ。 

・循環器・呼吸器・代謝疾患・腎疾患、障害の病態、評価・治療法についての理解し、、

リスク管理および運動処方に基づく理学療法を実践できるようにする。 

学習到達目標 Ⅰ 呼吸器疾患障害に対する理学療法について理解する。 

① 低酸素血症および高炭酸ガス血症・酸塩基平衡障害の病因・病態について、および、

呼吸器障害（拘束性、閉塞性、混合性）の違いとそれぞれの病因・病態について説

明できる。 

② 呼吸器疾患の理学的所見、臨床所見（画像評価も含む）について説明できる。 

③ 呼吸器疾患障害に対する理学療法について説明できる。 

Ⅱ 循環器疾患障害に対する理学療法について理解する。 

① 循環器疾患（心筋梗塞・狭心症）の病因・病態について説明できる。 

② 循環器疾患の理学的所見、臨床所見（異常心電図も含む）について説明できる。 

③ 循環器疾患障害に対する理学療法について説明できる。 

Ⅲ 代謝疾患障害（糖尿病・肥満）に対する理学療法について理解する。 

① 代謝疾患（糖尿病・肥満）の病因・病態について説明できる。 

② 代謝疾患の理学的所見、臨床所見について説明できる。 

③ 代謝疾患障害に対する理学療法について説明できる。 

Ⅳ 腎疾患障害（慢性腎臓病）に対する理学療法について理解する。 

① 腎疾患（慢性腎臓病）の病因・病態について説明できる。 

② 腎疾患の理学的所見、臨床所見について説明できる。 

③ 腎疾患障害に対する理学療法について説明できる。 

Ⅴ ⅠからⅣの障害に対し、レントゲン画像、CT、MRI 画像、超音波画像およびビデオな

どの動作解析画像から理学療法実施上の留意点について説明できる。 

教 科 書 シンプル理学療法学シリーズ 内部障害理学療法学テキスト（南江堂） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義最終試験（定期試験）100点 

＜評価基準＞ 

以上ので評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 呼吸器疾患障害について理解する。 

 

2 呼吸器疾患の理学的所見、臨床所見について理解する。 

 

3 呼吸器疾患障害に対する検査・測定について理解する。 

 

4 呼吸器疾患障害に対する運動処方、リスク管理、喀痰吸引について理解す

る。 

5 呼吸器疾患障害に対する理学療法（運動療法）について理解する。 

 

6 呼吸器疾患障害に対する理学療法（日常生活活動）について理解する。 

 

7 循環器疾患障害について理解する。 

 

8 異常心電図、およびその波形から理学療法実施上の留意点について理解す

る。 

9 循環器疾患の理学的所見、臨床所見について理解する。 

循環器疾患障害に対する検査・測定について理解する。 

10 循環器疾患障害に対する運動処方、リスク管理について理解する。 
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11 循環器疾患障害に対する理学療法（運動療法、日常生活活動）について理

解する。 

12 代謝疾患障害（糖尿病・肥満）について理解する。 

 

13 代謝疾患障害（糖尿病・肥満）に対する運動処方、リスク管理、理学療法

について理解する。 

14 腎疾患障害（慢性腎臓病）について理解する。 

 

15 腎疾患障害（慢性腎臓病）に対する運動処方、リスク管理、理学療法につ

いて理解する。 
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【専門分野】運動療法学Ⅱ 

担当講師 長岡 正和・野田 将嗣 対象学年 Ⅰ部 2 年・Ⅱ部 2 年 

概  要 脊髄損傷その他中枢疾患、熱傷についてその特徴や理学療法での介入方法について学習

する 

ICUにおける理学療法での介入方法について学習する 

学習到達目標 ・脊髄損傷について、その疾患の特徴や現象を理解し、各レベルでの介入方法や指導方

法を理解する 

・画像評価（レントゲン、CT、MRI、超音波エコー、動作解析）について、理解し説明す

ることが出来る 

・急性・慢性疼痛について理解し、運動療法を選択できる 

教 科 書 脊髄損傷理学療法マニュアル 第 3 版 （文光堂） 

配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

定期試験 

＜評価基準＞ 

定期試験 60％以上の正答にて合格 

 

授業計画  

回数 内容 

1 概論 

 脊髄損傷について（病態・合併症・障害についての概要） 

2 脊髄損傷に対する理学所見 

理学療法評価（意義・目的・方法） 

3 脊髄損傷に対する理学所見 

 画像所見 

4 脊髄損傷に対する理学所見 

神経学的分類基準（ASIA・Zancolli) 

5 合併症 

 褥瘡, 拘縮, 異所性骨化, 骨萎縮, 脊髄空洞症, 呼吸器合併症 

6 目標設定・予後予測 

 障害分類ごとの目標設定, 予後予測について 

7 理学療法 1 実技 

 障害に合わせた基本動作ならびに ADL 動作について 

8 運動療法 2 実技 

 障害に合わせた基本動作ならびに ADL 動作について 

9 運動療法 3 実技 

 呼吸理学療法（排痰法, 呼吸介助手技） 

10 がん患者に対する理学療法 1 

 終末期ケアと疼痛対策 

11 がん患者に対する理学療法 2 

患者教育, 各種疼痛に対する対処法の理解 

12 熱傷の理学療法 

 熱傷管理について, 重症度の分類, 理学療法について 

13 ICUにおける理学療法 1 

 人工呼吸器について, リスク管理 

14 ICUにおける理学療法 2 

理学療法について 

15 疼痛に対する理学療法 

 急性および慢性痛に対する理学療法 
 

 

 



80 

 

【専門分野】運動療法学Ⅲ 

担当講師 中山 直輝・長岡 正和 対象学年 Ⅰ部 2 年・Ⅱ部 2 年 

概  要 骨関節系障害に対しての運動療法における理論を学習し、実技を交えて行い、病態に沿

った運動療法の理解を進める。理学療法士が実施する種々の機能低下（関節可動域制限

や筋力低下の病態を含む）を把握するための検査測定技法を修得し、その結果の解釈に

ついて学ぶ。代表的な疾患については、その理学療法経過について理解する。 

学習到達目標 画像評価を理解し、理学療法実施上の留意点について説明できる。 

（レントゲン画像・CT,MRI 画像・超音波エコー画像・ビデオなどの動作解析画像） 

骨関節疾患にかかる理学療法について説明ができる。 

急性痛・慢性疼痛を呈する方に対する理学療法について説明できる。 

教 科 書 理学療法ハンドブック改訂第 4版第 3巻疾患別・理学療法基本プログラム 

配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講議確認テスト（小テスト）10％ 

講議最終試験（定期試験）90％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の創合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 総論・疼痛 

2 上肢疾患 肩関節周囲炎 

3 腱板損傷 

4 上腕骨骨折・上腕骨顆上骨折・上腕骨脱臼骨折 

5 橈骨遠位端骨折 

6 脊椎疾患 腰痛・ヘルニア 

7      後縦靭帯骨化症・脊柱管狭窄症 

8 下肢疾患 変形性股関節症 

9      大腿骨頸部骨折 

10      変形性膝関節症 

11 靭帯損傷 

12 リウマチ 

13 リウマチ 

14 スポーツ障害 

15 スポーツ障害 

各単元終了後に講議確認テストを行います。 

講議は教科書・配布資料・スライド等を用いて行います。 

実技を行う授業もあります。動きやすい服装の準備をお願いします。 

実技の際には清潔には十分留意してください。 
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【専門分野】運動療法学Ⅳ 

担当講師 一柳 雅仁 対象学年 Ⅰ部 2 年・Ⅱ部 2 年 

概  要 生活習慣病としての脳血管障害、頭部外傷の結果としての脳損傷（筋緊張異常、感覚異

常、平衡機能低下、認知機能低下等）の病態を理解した上で、一次性機能障害である運

動機能障害の治療について学ぶ。 

加えて、精神機能障害の特徴を踏まえ、それらを合併した場合の対応について学ぶ。 

学習到達目標 中枢性運動麻痺の回復モデルと回復の背景を理解する。 

中枢神経疾患および末梢神経疾患発病(受傷)後の時期・重症度に応じた運動療法の目的、

方法について理解する。 

伝統的な神経筋再教育の方法と特殊技術としての神経筋再教育について理解する。 

精神機能障害の種類と特徴を知り、理学療法実施時の対応を理解する。 

脳の CT、MRI 画像やその他必要なレントゲン画像、超音波エコー、動作解析画像、筋

電図について正常像を理解し、代表的な病態像を読み取ることが出来るようにする。 

中枢性疼痛（がん性疼痛含む）を呈する方に対する理学療法について説明できる。 

教 科 書 マスター脳卒中学 

脳の機能解剖と画像診断 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

規定回数の 2/3 以上の授業参加と定期試験 100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 中枢性運動麻痺の回復モデルと回復の背景の理解と治療介入の根拠 

 

2 脳卒中片麻痺患者を想定した運動療法 

 ①関節可動域運動 

  ・時期（急性期・回復期・慢性期）、運動麻痺の重症度に応じた原則論の

理解と実践 

3 脳卒中片麻痺患者を想定した運動療法 

 ②筋力強化運動  

  ・時期（急性期・回復期・慢性期）、重症度に応じた原則論の理解と実践 

4 脳卒中片麻痺患者を想定した運動療法 

 ③持久性向上運動 

  ・医療機関における原則論、退院後の実生活の場に応じた原則論の理解

と実践 

5 脳卒中片麻痺患者を想定した運動療法 

 ④協調性改善運動 

  ・主として小脳性運動失調、脊髄性運動失調を前提とした原則論の理解

と実践 

6 神経筋再教育の特殊な方法と非麻痺肢中心の対応 

  ・Brunnstrom、Bobath 等の方法の紹介および Hirschberg の理論 

7 精神機能障害（高次脳機能障害）を合併する場合の対応 

 ①意識障害、注意障害を合併する場合の対応の理解 

8 精神機能障害（高次脳機能障害）を合併する場合の対応 

 ②記憶障害を合併する場合の対応の理解 

9 精神機能障害（高次脳機能障害）を合併する場合の対応 

 ③失語症を合併する場合の対応の理解 

10 精神機能障害（高次脳機能障害）を合併する場合の対応 

 ④失行症を合併する場合の対応の理解 
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 11 精神機能障害（高次脳機能障害）を合併する場合の対応 

 ⑤失認症を合併する場合の対応の理解 

12 精神機能障害（高次脳機能障害）を合併する場合の対応 

 ⑥知能障害を合併する場合の対応の理解 

 

13 パーキンソン症候群に伴う運動機能障害への対応 

  ・大脳基底核障害の概要と重症度に応じた運動療法の理解と実践 

14 脳損傷患者を評価する上で必要な画像情報の見方 

 ①CT、MRI の特性と正常画像の理解 

15 脳損傷患者を評価する上で必要な画像情報の見方 

 ②代表的病態像（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血、硬膜下出血、脳の萎縮

等）の理解 
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【専門分野】物理療法学Ⅰ 

担当講師 豊田 愼一・野田 将嗣 対象学年 Ⅰ部 1年 2年・Ⅱ部 1 年 2年 

概  要 リハビリテーションにおける、各種物理療法の物理特性を理解したうえで、正しい設定

方法、注意点、禁忌を踏まえ実際に施行できるよう実践能力を習得する。 

学習到達目標 各種物理療法の特性を理解し、目的別に実際に使用できるだけの知識（適応、禁忌、注

意事項、実施方法）を習得し実践できる。 

教 科 書 理学療法学テキストⅨ 物理療法 第 2版 （神稜文庫） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

実技課題レポート 

定期試験 

＜評価基準＞ 

実技課題レポート合格の後、定期試験 60％以上の正答にて合格 

 

授業計画  

回数 内容 

1 概論 

物理療法とは（歴史、種類、原理） 

2 温熱療法 

温熱療法の種類 

3 温熱療法 

熱物理学、電磁波の特性 

4 温熱療法 

生理学的作用、治療目的、適応症状、禁忌と注意事項 

5 寒冷療法 

寒冷療法の種類、生理学的作用、治療目的、適応症状、禁忌と注意事項 

6 光線療法 

光線療法の種類、光の特性 

7 光線療法 

生理学的作用、治療目的、適応症状、禁忌と注意事項 

8 電気刺激療法 

電気刺激療法の種類、電気の特性 

9 電気刺激療法 

生理学的作用、治療目的、適応症状、禁忌と注意事項 

10 超音波療法 

超音波とは、超音波特性 

11 超音波療法 

生理学的作用、治療目的、適応症状、禁忌と注意事項 

12 実技 1（グループ課題：施行前後における生理的反応の計測） 

各種温熱療法、寒冷療法の設定方法、使用方法、注意事項 1 

13 実技 2（グループ課題：施行前後における生理的反応の計測） 

各種温熱療法、寒冷療法の設定方法、使用方法、注意事項 2 

14 実技 3（グループ課題：施行前後における生理的反応の計測） 

各種光線療法、超音波の設定方法、使用方法、注意事項 

15 実技 4（グループ課題：施行前後における生理的反応の計測） 

各種電気刺激療法の設定方法、使用方法、注意事項 
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【専門分野】物理療法学Ⅱ 

担当講師 保村 豊 対象学年 Ⅰ部 2年・Ⅱ部 3 年 

概  要 医療者として物理療法（牽引療法、水治療法、マッサージ療法）の知識・理論を理解し、

また実際に安全かつ効果的に行う技術・手順について習得する 

 

学習到達目標 ①物理療法の方法・種類について説明できる 

②物理療法（牽引療法、水治療法、マッサージ療法）の適応について説明できる 

③物理療法（牽引療法、水治療法、マッサージ療法）の禁忌について説明できる 

④物理療法（牽引療法、水治療法、マッサージ療法）を実際に行う手順を説明できる 

⑤物理療法（牽引療法、水治療法、マッサージ療法）を実際に行うことができる 

教 科 書 「物理療法」（神陵文庫）、配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

筆記試験（60％）、実技（小テスト）試験（20％）、レポート（10％）、講義出席率（10％） 

＜評価基準＞ 

前述の評価方法・割合の総合点にて評価。6割以上にて合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 牽引療法の治療効果と方法 

牽引療法の適応と禁忌について 

2 牽引療法の実際と小テスト 

 

3 水治療法の治療効果と方法 

水治療法の適応と禁忌について 

4 水治療法の実際と小テスト 

 

5 マッサージ療法治療効果と方法 

マッサージ療法の適応と禁忌について 

6 マッサージ療法の実際 

部位別マッサージ（頸部・肩部）の手技について 

7 部位別マッサージ（背部・腰部）の手技について 

部位別マッサージ（上肢・下肢・他）の手技について 

8 部位別マッサージのまとめと小テスト 

 

9 関節別マッサージ（肩関節・肘関節・手関節）の手技について 

 

10 関節別マッサージ（膝関節・足関節・他）の手技について 

 

11 関節別マッサージのまとめと小テスト 

 

12 疾患別マッサージ（中枢神経疾患等）の手技について 

 

13 疾患別マッサージ（整形外科疾患・他）の手技について 

 

14 疾患別マッサージのまとめと小テスト 

 

15 物理療法（牽引療法、水治療法、マッサージ療法）のまとめと確認 
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【専門分野】義肢学 

担当講師 坂口 勇人 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 切断の現状・病理等と処方される義肢、特に義足についての構造・機能および理

学療法の概要について解説する。 

学習到達目標 ①切断の社会的病理を理解する。 

②義肢の種類および構造を説明できる 

③義肢の適応について説明できる 

④義肢の適合性の確認について説明できる 

⑤義肢のアライメント調整ができる 

⑥切断特有の評価（検査・測定項目とその解釈）を理解する 

⑦理学療法の過程を理解する 

教 科 書 ｼﾝﾌﾟﾙ理学療法学ｼﾘｰｽﾞ 義肢装具学テキスト 改訂第 3版 （南江堂） 

下肢切断の理学療法（医歯薬出版） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義定期試験 80％ 

課題提出 20％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 切断の概要①：発生・原因等 

2 切断の概要②：切断術等 

3 義肢の概要 

4 大腿義足①：ソケットの変遷と適応 

5 大腿義足②：構造の理解 

6 大腿義足③：アライメント 

7 股義足①：構造と特徴 

8 股義足②：アライメント 

9 膝離断用・サイム切断用および足部義足 

10 下腿義足①：ソケットの変遷と適応 

11 下腿義足②：構造の理解 

12 下腿義足③：アライメント 

13 切断の評価①：切断端の検査・測定 

14 切断の評価②：切断端の検査・測定 

15 切断の評価③：切断端および全身の検査・測定 

16 Dressing：Soft，Rigid，Semi-Rigid の概要と適応 

17 理学療法プログラム①：術前および義肢装着前プログラム 

18 理学療法プログラム②：義肢装着後プログラム 

19 断端計測実習 

20 ソケット制作実習 

21 ソケット制作実習 

22 理学療法実技① 

23 理学療法実技② 
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【専門分野】義肢学 

担当講師 坂口 勇人 対象学年 Ⅱ部 2年 

概  要 切断の現状・病理等と処方される義肢、特に義足についての構造・機能および理

学療法の概要について解説する。 

学習到達目標 ①切断の社会的病理を理解する。 

②義肢の種類および構造を説明できる 

③義肢の適応について説明できる 

④義肢の適合性の確認について説明できる 

⑤義肢のアライメント調整ができる 

⑥切断特有の評価（検査・測定項目とその解釈）を理解する 

⑦理学療法の過程を理解する 

教 科 書 ｼﾝﾌﾟﾙ理学療法学ｼﾘｰｽﾞ 義肢装具学テキスト 改訂第 3版（南江堂） 

下肢切断の理学療法（医歯薬出版） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義定期試験 90％ 

講義出席率 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 切断の概要① 

発生・原因等 

2 切断の概要② 

切断術等 

3 義肢の概要 

 

4 大腿義足① 

ソケットの変遷と適応 

5 大腿義足② 

構造の理解 

6 大腿義足③ 

アライメント 

7 股義足① 

構造と特徴 

8 股義足② 

アライメント 

9 膝離断用・サイム切断用および足部義足 

 

10 下腿義足① 

ソケットの変遷と適応 

11 下腿義足②：構造の理解 

 

12 下腿義足③ 

アライメント 

13 切断の評価① 

切断端の検査・測定 

14 切断の評価② 

切断端および全身の検査・測定 

15 理学療法プログラム 
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【専門分野】装具学 

担当講師 中川 仁 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 安全かつ効果的な理学療法が提供できるように、疾患・障害に関係なく適用される基本

的な技術について、装具のメカニカルな基盤を学習したうえで、各種装具の構造・機能

を理解し、疾患や障害の特性を踏まえたうえで装具処方の考え方の基礎を学内実習・演

習を通して構築する。 

学習到達目標 ・装具療法に必要な周辺学問を理解する。 

・装具の目的や役割を理解する。 

・各種装具の構造・機能・適応を理解する。 

・各種装具と病態や疾患との結びつきを理解する。 

教 科 書 ｼﾝﾌﾟﾙ理学療法学ｼﾘｰｽﾞ 義肢装具学テキスト 改訂第 3版 （南江堂） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

小テスト 10％、講義出席率 10％、定期試験 80％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 装具の目的と機能、役割、限界を学習する。 

 

2 装具を理解するための運動学を短下肢装具を例に学習する。 

 

3 装具歩行の特徴について学習する。 

 

4 各種長下肢装具の特徴と適応疾患について学習する（1）。 

 

5 各種長下肢装具の特徴と適応疾患について学習する（2）。 

 

6 長下肢装具のチェックアウトと適合性について、実際に装具を装着して実

習する。 

7 各種短下肢装具の特徴と適応疾患について学習する（1）。 

 

8 各種短下肢装具の特徴と適応疾患について学習する（2）。 

 

9 短下肢装具のチェックアウトと適合性、アライメントについて、実際に装

具を装着して実習する。 

10 各種靴型装具の特徴と適応疾患について学習する（1）。 

 

11 各種靴型装具の特徴と適応疾患について学習する（2）。 

 

12 靴型装具を実際に装着してアライメントについて学習する。 

 

13 上肢の末梢神経障害と上肢装具について学習する。 

 

14 各種上肢装具の特徴と適応疾患について学習する。 

 

15 上肢装具のチェックアウトと適合性について、実際に装具を装着して実習

する。 

16 各種体幹装具の特徴と適応疾患について学習する（1）。 

 

17 各種体幹装具の特徴と適応疾患について学習する（2）。 
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18 体幹装具のチェックアウトと適合性について、実際に装具を装着して実習

する。 

19 代表的な疾患に用いる各種装具を学習する（1）。 

 

20 代表的な疾患に用いる各種装具を学習する（2）。 

 

21 スプリント作成実習（1） 

 

22 スプリント作成実習（2） 

 

23 スプリント作成実習（3） 
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【専門分野】装具学 

担当講師 中川 仁 対象学年 Ⅱ部 2年 

概  要 安全かつ効果的な理学療法が提供できるように、疾患・障害に関係なく適用される基本

的な技術について、装具のメカニカルな基盤を学習したうえで、各種装具の構造・機能

を理解し、疾患や障害の特性を踏まえたうえで装具処方の考え方の基礎を学内実習・演

習を通して構築する。 

学習到達目標 ・装具療法に必要な周辺学問を理解する。 

・装具の目的や役割を理解する。 

・各種装具の構造・機能・適応を理解する。 

・各種装具と病態や疾患との結びつきを理解する。 

教 科 書 ｼﾝﾌﾟﾙ理学療法学ｼﾘｰｽﾞ 義肢装具学テキスト 改訂第 3版 （南江堂） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

小テスト 10％、講義出席率 10％、定期試験 80％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 装具の目的と機能、役割、限界を学習する。 

装具を理解するための運動学を短下肢装具を例に学習する。 

2 各種長下肢装具の特徴と適応疾患について学習する。 

 

3 長下肢装具のチェックアウトと適合性について、実際に装具を装着して実

習する。 

4 各種短下肢装具の特徴と適応疾患について学習する。 

 

5 短下肢装具のチェックアウトと適合性、アライメントについて、実際に装

具を装着して実習する。 

6 各種靴型装具の特徴と適応疾患について学習する。 

 

7 靴型装具を実際に装着してアライメントについて学習する。 

装具歩行の特徴について学習する。 

8 上肢の末梢神経障害と上肢装具について学習する。 

各種上肢装具の特徴と適応疾患について学習する。 

9 上肢装具のチェックアウトと適合性について、実際に装具を装着して実習

する。 

10 各種体幹装具の特徴と適応疾患について学習する。 

 

11 体幹装具のチェックアウトと適合性について、実際に装具を装着して実習

する。 

12 代表的な疾患に用いる各種装具を学習する（1）。 

 

13 代表的な疾患に用いる各種装具を学習する（2）。 

 

14 スプリント作成実習（1） 

 

15 スプリント作成実習（2） 
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【専門分野】理学療法特論Ⅰ 

担当講師 一柳 雅仁・三宅 わか子 対象学年 Ⅰ部 1年・Ⅱ部 1年 

概  要 医療従事者に必要な基本的知識、技術について広く概略を学ぶ 

理学療法士として、患者ならびにﾁｰﾑを形成する他の専門職と良好な関係を構築するため

に必要な事項を学ぶ 

学習到達目標 ・医療従事者としての心構えを理解し、他の科目で学んだ基本的知識、技術の習熟度を

深める 

・他者と良好な関係を構築するための理論を理解する 

・患者を理解するために必要な情報の収集方法を理解する 

教 科 書 授業に応じて資料を配付 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

規定回数の 2/3 以上の授業参加と定期試験 100％ 

＜評価基準＞ 

60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 理学療法士を目指すということ （人の一生における自立、就職ついて） 

 

2 病気やケガをするということについて 

 

3 障害者として生きていくということについて 

 

4 医療従事者の心構え、倫理観について ① 

 

5 医療従事者の心構え、倫理観について ② 

 

6 インフォームド・コンセント 説明と同意について 

 

7 人間関係の構築について 

 

8 患者を知るための情報収集について ① 

 

9 患者を知るための情報収集について ② 

 

10 情報収集の方法 

 

11 危機管理 ① 

 

12 危機管理 ② 

 

13 理学療法士に必要な知識の整理 ① 

 

14 理学療法士に必要な知識の整理 ② 

 

15 理学療法士に必要な知識の整理 ③ 
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【専門分野】日常生活活動論 

担当講師 保村 豊 対象学年 Ⅰ部 2年・Ⅱ部 2年 

概  要 健常者を通して、基本的動作能力および生活関連動作能力の概略を知り、セルフケア

能力低下・種々の機能低下の要因との関連を把握するため、その知識・技術を習得し、

結果から解釈することを学習する 

学習到達目標 臥位・座位姿勢などのポジショニングおよびシーティングを理解し、姿勢保持を実施

できる 

福祉用具や車椅子の種類や適用について説明や調整ができる 

ADL についてセルフケア能力の程度を把握するため定型様式を用い評価ができる 

教 科 書 「日常生活活動（ADL）」（神陵文庫）、配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

筆記試験（60％）、実技（小テスト）試験（20％）、レポート（10％）、講義出席率（10％） 

＜評価基準＞ 

前述の評価方法・割合の総合点にて評価。6割以上にて合格とする 

授業計画  

回数 内容 

1 日常生活活動（ADL）の概略について 

成人の正常な運動発達等について知る（重心・支持面から） 

2 基本的な肢位について知る（臥位～座位～立位、他） 

基本的動作方法、介助方法などについて 

3 起居動作（起き上がり・寝返りなど）の分析 

立ち上がり動作その他の移動動作の分析 

4 生活関連動作について 

食事動作の分析 

5 更衣動作について 

整容動作について 

6 入浴動作について 

排泄動作について 

7 福祉用具（杖・松葉杖・歩行器他）その種類・適用について 

福祉用具（杖・松葉杖・歩行器他）の実際 

8 車椅子、その種類・適用などについて 

車椅子の操作、調整などについて 

9 移乗動作方法の実際① 

 

10 移乗動作方法の実際② 

小テスト 

11 ADL 評価の実際① 定型様式「FIM」 

中枢神経系疾患などについて 

12 ADL 評価の実際② 定型様式「FIM」 

骨・関節疾患などについて 

13 ADL 評価の実際③ 定型様式「BI」 

中枢神経系疾患などについて 

14 ADL 評価の実際④ 定型様式「BI」 

骨・関節疾患など 

15 その他の ADL 評価方法について 

ADL のまとめと確認 
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【専門分野】生活環境支援学 

担当講師 豊田 愼一・中山 直輝 対象学年 Ⅰ部 2年・Ⅱ部 2年 

概  要 生活する事の意味を理解し、日常生活障害の理由からいかに患者の生活する環境を整え

るか、社会保障制度の中で理学療法士における手段、方法、目的を理解し学習する． 

学習到達目標 高齢者、障害者が入院生活、在宅生活を続けるための援助を考え実施できるよう、各種

社会保障制度、バリアフリー、ユニバーサルデザインについて概念、実際の事例を踏ま

え理解する。 

高齢者、障害者の生活像を理解し、対応する生活環境の把握方法、評価方法を学び実際

の支援方法（リフト等）を実践することができる。 

教 科 書 理学療法学テキストＸ 生活環境論（神陵文庫） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

実技課題レポート 

定期試験 

＜評価基準＞ 

実技課題レポート合格後、定期試験 60％以上の正答にて合格 

授業計画  

回数 内容 

1 
生活環境学を学ぶに当たり必要な法律、制度 

 

2 
高齢者、障害者、介護保険に関わる法律の内容とその推移 

 

3 
生活環境整備 1 

総論１（生活とは、生活環境とは） 

4 
生活環境整備 2 

障害別による日常生活活動上の障害と事故及び生活環境整備の留意点 

5 
生活環境整備 3 

関節可動域と日常生活活動との関連 

6 
生活環境整備 4（実技課題） 

関節可動域と日常生活活動との関連（各動作時の関節可動範囲計測） 

7 
障害別の日常生活活動の実際と理解 

 

8 
障害別の日常生活活動の有効な支援方法 1 

（補助具、自助具、装具などの考え方、種類等） 

9 
障害別の日常生活活動の有効な支援方法 2（実技課題） 

日常生活活動における補助具、自助具、装具使用時の変化 

10 
障害別の日常生活活動の有効な支援方法 3（実技課題） 

日常生活活動における補助具、自助具、装具使用時の変化 

11 
各疾患別に予測できる日常生活活動障害 1 

中枢神経疾患 

12 
各疾患別に予測できる日常生活活動障害 2 

整形疾患 

13 
各疾患別日常生活活動障害の対処法 

リフト等、移乗動作の支援方法の種類、設定方法、注意点 

14 
各疾患別日常生活活動障害の対処法（実技課題） 

リフト等、各種移乗動作の支援方法の設定と実施 1 

15 
各疾患別日常生活活動障害の対処法（実技課題） 

リフト等、各種移乗動作の支援方法の設定と実施 2 
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【専門分野】地域理学療法学 

担当講師 水上 志帆・本保 真 対象学年 Ⅰ部 2年・Ⅱ部 3 年 

概  要 医学モデルから生活モデルへの転換を含めて、理学療法士は医療機関内に留まることな

く、実生活の場で対象者支援を行うために必要な基本的知識を修得する。地域包括ケア

システムが展開されている現在、理学療法の領域の拡がりを見据えて、介護予防、健康

増進、さらには、災害時支援・国際支援と視野を広げた医療機関以外での多くの活動に

ついても理解する。 

学習到達目標 ①地域における理学療法士の概念と実際の活動に関して説明できる。 

②災害時の理学療法に関して説明できる。 

③国際支援における理学療法に関して説明できる。 

④産業理学療法における理学療法に関して説明できる。 

⑤学校保健および特別支援教育における理学療法に関して説明できる。 

⑥スポーツ活動支援における理学療法に関して説明できる。 

教 科 書 シンプル理学療法学シリーズ 地域リハビリテーションテキスト 改訂第 3 版 南江堂 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義確認テスト（小テスト）10％ 

講義最終試験（定期試験）70％ 

提出課題 10％ 

講義出席率 10％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し,60点以上を合格とする. 

授業計画  

回数 内容 

1 地域理学療法における理学療法士の役割について理解する。 

2 地域理学療法の定義について理解する。 

3 地域理学療法に関する制度の変遷に関して理解する。 

4 地域理学療法を支える制度に関して理解する。 

（介護保険・障害者自立支援法） 

5 地域理学療法を支える制度に関して理解する。 

（身体障害者福祉法・長寿医療制度） 

6 入所施設における理学療法士の関わりを理解する。 

7 通所施設における理学療法士の関わりを理解する。 

8 訪問リハビリにおける理学療法士の関わりを理解する。 

9 地域における他職種連携について理解する。 

10 大規模災害時における活動支援の概要と理学療法士の関わりについて理

解する。 

11 国際支援に関わる基盤（JICA 等）と理学療法士の関わりについて理解す

る。 

12 産業理学療法において予防の基礎と理学療法士の関わりについて理解す

る。 

13 学校保健および特別支援教育における理学療法士の関わりについて理解

する。 

14 スポーツ活動支援の概要と考え方を学び理学療法士の関わりについて理

解する。 

15 障害者スポーツ活動支援の概要と考え方を学び理学療法士の関わりにつ

いて理解する。 
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【専門分野】臨床実習Ⅰ 

担当講師  対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 見学・体験実習は、理学療法士としての足がかりとして重要である。早期から実際の理学療法士

の仕事・職場を通して、今まで勉強してきた概念・知識を再認識するとともに、より具体的な理学

療法士像を確立することを目標とするために、実習指導者の下で見学や体験を通して、理学療

法の対象者との関係性構築と他職種との関係性及び理学療法士としての役割を学修する。 

学習到達目標 ①清潔で適切な身だしなみ、言葉遣い、礼儀正しい態度で対象者に接する。 

②共感的態度を持ってより良い・善い人間関係を対象者との間で構築する。 

③周囲における自己の存在を意識した行動を行う。 

④自らが置かれた立場で、必要とされている要件を認識し、他者や指導者の助言などに対して

適切に応答する。 

⑤対象者、家族のニーズ・要望などに対し、自分の感情を制御して接する。 

⑥対象者、家族にとって、相談しやすい雰囲気作りに心がける。 

⑦医療職としての心得や職場内におけるルールを守る。 

⑧部門におけるルールを理解し、診療プロセス（処方の確認、計画書、効果判定、カルテ記録、

算定手順など）を理解した言動をとる。 

⑨臨床実習指導者と十分なコミュニケーションを保って良好な関係を維持する。 

⑩積極的に理学療法スタッフや他職種と関わり、良好な関係を構築する。 

⑪インシデント・アクシデントが生じた際には実習施設の手順に従って対応する。 

⑫守秘義務を果たし、プライバシーを守る。 

⑬臨床実習施設における他職種連携の展開について見学する。 

教 科 書 なし 

評価方法 臨床実習評価報告書・課題提出状況にて総合的に判定する。 

授業計画 見学体験実習（1 週） 
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【専門分野】臨床実習Ⅱ 

担当講師  対象学年 Ⅰ部 1 年・Ⅱ部 1 年 

概  要 検査体験実習は、理学療法の第一歩である「検査・測定」を体験する実習である。臨床的問

題を解決するために理学療法士が行う検査・測定について、各検査の目的・方法を理解し、

それらを実践できるようになることを目標とするために、以下の内容について実習指導者の

下で検査・測定を体験し、評価実習につながるよう、さらなる学習意欲を高めることが重要で

ある。 

学習到達目標 ①学内で習得した検査・体験の理論と技術を臨床場面で実践する。 

②対象者への検査・測定を通して正常との相違を体験する。 

③実習指導者が実施している評価・治療の中で、既に学内で学習した内容について臨床的

な実施方法を学ぶ。 

教 科 書 なし 

評価方法 臨床実習評価報告書・課題提出状況にて総合的に判定する。 

授業計画 検査体験実習（1 週） 
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【専門分野】臨床実習Ⅲ 

担当講師  対象学年 Ⅰ部 3 年・Ⅱ部 3 年 

概  要 評価実習は、対象者の持つ障害の全体像を把握するために「評価」が実施される実習であ

る。臨床的問題を解決するために適切な情報を収集し、検査・測定の結果を統合的に解釈

し、知識を総動員して問題点の抽出・治療方針の決定ができるようになることを目標とする。 

学習到達目標 ①学内で習得した検査・測定の理論と技術を臨床場面で実践を通して学ぶ。 

②対象者に応じた検査・測定を実施し、得られた結果より対象者の障害を把握するための

評価の過程を学ぶ。 

③対象者の全体像を把握した上で、理学療法プログラムの提案をすることができる。 

④実習指導者が実施している評価・治療の中で、既に学内で学習した内容について臨床的

な実施方法を学ぶ。 

教 科 書 なし 

評価方法 臨床実習評価報告書・課題提出状況・症例報告にて総合的に判定する。 

授業計画 評価実習（5 週） 
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【専門分野】臨床実習Ⅳ 

担当講師  対象学年 Ⅰ部 3 年・Ⅱ部 3 年 

概  要 総合実習は、これまでに受けた教育の総括的な修練の場として位置づけられる。対象者に

ご協力をいただき必要な評価を行い、得られた結果に基づき障害を把握し、実習指導者の

下で治療の一部を体験・実施し、その適否や有効性について考察できることを目標とする。

この目標を達成するために、以下の内容について経験する。 

学習到達目標 ①評価結果について理論的な裏付けを持って解釈し、治療体験を通じて基本的な治療技

術を習得する。 

②評価および治療を通して、対象となる障害・生活機能の変化の過程を把握する。 

③対象者の基本的な理学療法の一連の流れについて、実習での体験を通して考察する。 

④対象者の基本的動作の現状を把握し、また、将来像を加味した上で、その改善に向けて

具体的な介入方法および指導を習得する。 

⑤対象者の日常生活能力に応じた環境整備を考察することができる。 

⑥リハビリテーションにおけるチームアプローチの必要性を認識し、専門職としての自覚を持

つことができる。 

＊特に本学院では、総合実習を理学療法士の基盤を集大成する最後の機会として位置づ

け、専門職としてふさわしい知識、技術、態度を身に付けることを目標とする。 

教 科 書  

評価方法 臨床実習評価報告書・課題提出状況・症例報告にて総合的に判定する。 

授業計画 総合実習（Ⅰ期 7 週、Ⅱ期 7 週） 
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【専門分野】臨床理学療法演習Ⅰ 

担当講師 内部教員 対象学年 Ⅰ部 3 年・Ⅱ部 3 年 

概  要 これまで学内で学習してきたことの総合学習とし、臨床で求められる理学療法技術や症例

に対する総合的理解・判断力を深める。 

疑似症例を用いて、理学療法評価や統合・解釈を行う練習をする。 

症例検討を行い、その症例のもつ問題点を追究する。 

学習到達目標 これまで学習してきたことを総合的に学習し理解する。 

理学療法評価や統合・解釈の一連の流れを理解する。 

症例検討を行い、その症例のもつ問題点を追究できるようになる。 

教 科 書 配布資料 

評価方法 提出物・授業態度等を総合的に判定する 

授業計画 検査・測定技術の意義・目的の確認および練習 

臨床医学を復習し、各疾患の特徴を再確認する 

模擬症例を用いた理学療法評価の課程をさいがくしゅうする 

症例検討を行い、その症例のもつ問題点の抽出やそこに至るまでの考え方についてディス

カッションする 
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【専門分野】臨床理学療法演習Ⅱ 

担当講師 内部教員 対象学年 Ⅰ部 3 年・Ⅱ部 3 年 

概  要 これまで学習してきた基礎分野、専門基礎分野、専門分野の総合学習と位置付け、必要な

学力・知識の定着をはかりその理解度を深める。 

模擬試験の実施にてその到達度・理解度を確認する。 

学習到達目標 理学療法士として必要な学力・知識を身につける。 

 

教 科 書 配布資料 

評価方法 国家試験に準じた模擬試験、定期試験等を総合的に判定し、合否を決定する 

授業計画 グループでの学習（資料の作成およびその理解） 

 

国家試験に準じた模擬試験の実施（全 11 回）および実施後の解答確認作業 
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【セミナー】合同セミナーⅠ 

担当講師 本保 真 対象学年 Ⅰ部 2 年 

概  要 医学教育で必要な認知領域・精神運動技能領域・情意領域の系統的学習を進めるため、合

同セミナーⅢでは情意領域の中でも対人ストレスや心身健康と、認知領域でもとくに生理

学や運動学などの基礎的な教科の学習との関連を図る。 

学習到達目標 ・生理学・運動学の基礎知識を固める。 

・学習活動に必要な姿勢の育成を図る。 

 

教 科 書 理学療法士・作業療法士ブルーノート＜基礎編＞ MEDICAL VIEW 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

講義最終試験（100％）にて判定する。 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60 点以上を合格とする。 

授業計画   

回数 内容 

1 オリエンテーション（3 限目 4 限目で実施する内容について） 

2 認知領域①：解剖学復習（骨・関節の構造） 

3 グループワークについて、EQS の実施 

4 認知領域②：解剖学復習（胸部・上肢帯・肩関節） 

5 ディスカッション：行動と行為について 

6 認知領域③：解剖学復習（肘関節・手関節・指関節） 

7 オペラント行動とレスポンデント行動について 

8 認知領域④：解剖学復習（下肢帯・股関節） 

9 ディベートの実施 

10 認知領域⑤：解剖学復習（膝関節・足関節・足部） 

11 メンタルヘルスケアについて 

12 認知領域⑥：生理学復習（筋線維の構造と機能） 

13 コミュニケーションスキルについて 

14 認知領域⑦：生理学復習（筋収縮、神経線維の構造と種類） 

15 グループダイナミクスについて 

 

＊毎回セミナー終了時に小テストを行い、課題を出します。 
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【セミナー】合同セミナーⅡ 

担当講師 本保 真 対象学年 Ⅰ部 2 年 

概  要 医学教育で必要な認知領域・精神運動技能領域・情意領域の系統的学習を進めるため、合

同セミナーⅣでは、臨床に即した形での認知領域と精神運動技能領域を結び付ける能力を

養う。 

学習到達目標 ・解剖学、生理学、運動学などの基礎知識を固める。 

・臨床実習を見据えた姿勢・態度をもとにした理学療法評価技術を理解する。 

 

教 科 書 理学療法士・作業療法士ブルーノート＜基礎編＞ MEDICAL VIEW 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

小テスト（50％）・実技発表（50％）にて総合的に判定する。 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し、60 点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 オリエンテーション（3 限目 4 限目で実施する内容、実技発表について） 

2 認知領域①：運動学復習（骨・関節の構造、骨格筋の構造と機能） 

3 実技発表に向けてグループ活動① 

4 認知領域②：運動学復習（上肢帯・上肢の運動） 

5 実技発表に向けてグループ活動② 

6 認知領域③：運動学復習（手の運動、下肢帯の運動） 

7 実技発表に向けてグループ活動③ 

8 認知領域④：運動学復習（股関節の運動、膝関節の運動） 

9 実技発表に向けてグループ活動④ 

10 認知領域⑤：運動学復習（足関節の運動、足部の運動） 

11 実技発表に向けてグループ活動⑤ 

12 実技発表に向けての最終打ち合わせ 

13 実技発表① 

14 実技発表② 

15 実技発表③ 

 

＊毎回セミナー終了時に小テストを行い、課題を出します。 
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【専門分野】理学療法評価論演習 

担当講師 沼倉 功 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 理学療法評価学の知識、評価過程の考え方を身につけたうえで、基本的動作分析・歩行

分析について学習し、臨床実習を視野に入れた健常者間での評価、レポート作成を行う。 

学習到達目標 ① 理学療法評価過程の考え方を理解する 

② 基本的動作・歩行の分析を理解し、観察による動作分析の実際を体験する 

③ 評価レポートの作成と修正ができる 

教 科 書 シンプル理学療法学シリーズ 理学療法評価学テキスト 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

第 1回レポート提出 20％ 

第 2回レポート提出 20％ 

第 3回レポート提出 20％ 

第 4回レポート提出 40％ 

＜評価基準＞ 

以上の評価割合の総合点で評価し,60点以上を合格とする。 

授業計画  

回数 内容 

1 理学療法評価過程の考え方を理解する。 

2 理学療法評価における基本的動作分析の意義について理解する。 

3 理学療法評価における基本的動作分析の意義について理解する。 

4 健常者の基本的動作（寝返る・起き上がる・立ち上がる・歩行）の観察、

および分析を実施する（グループワーク）。 

5 健常者の基本的動作（寝返る・起き上がる・立ち上がる・歩行）の観察、

および分析を実施する（グループワーク）。 

6 健常者の基本的動作（寝返る・起き上がる・立ち上がる・歩行）の観察、

および分析を実施する（グループワーク）。 

7 健常者の基本的動作（寝返る・起き上がる・立ち上がる・歩行）の観察、

および分析を実施する（グループワーク）。第 1 回レポート提出。 

8 基本的動作分析の発表、およびディスカッション。 

 

9 健常者の基本的動作分析（寝返る・起き上がる・立ち上がる・歩行）の加

筆・修正を実施する（グループワーク）。 

10 健常者の基本的動作分析（寝返る・起き上がる・立ち上がる・歩行）の加

筆・修正を実施する（グループワーク）。第 2 回レポート提出。 

11 障害者（ビデオ）の基本的動作分析を行い、予測される問題点の抽出、問

題点を立証する検査測定の抽出を実施する。（グループワーク） 

12 障害者（ビデオ）の基本的動作分析を行い、予測される問題点の抽出、問

題点を立証する検査測定の抽出をし、レポート作成を実施する（グループ

ワーク）。 

13 障害者（ビデオ）の基本的動作分析を行い、予測される問題点の抽出、問

題点を立証する検査測定の抽出をし、レポート作成を実施する（グループ

ワーク）。第 3 回レポート提出。 

14 発表およびディスカッション。 

15 発表およびディスカッション。第 4 回レポート提出。 

・実技を主体とした講義となりますので、動きやすい服装を準備しておいてください。 

・グループによる作業を行いますので、パソコンを準備しておいてください。 
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【専門分野】運動療法論演習 

担当講師 岸川 典明・村橋 淳一・八木 幸一・

飯田 博己・野田 将嗣・山本 佳司 

対象学年 Ⅰ部 2 年 

概  要 呼吸、循環、小児、骨・関節、スポーツ障害における最新のあるいは臨床にて行わ

れている理学療法治療学について、演習を含めて講義を行う。 

学習到達目標 各分野における疾患の特徴をとらえた理学療法治療学を理解する。 

教 科 書 配布資料にて講義する 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

課題にて総合的に判定する。 

＜評価基準＞ 

すべての課題において 60％以上の点数にて合格 

授業計画  

回数 内容 

1 呼吸器 1：理学療法実施に必要な呼吸器系の知識 

 解剖, 生理, 呼吸リハビリテーションについて目的, 手段, リスク管理 

2 呼吸器 2：（実技） 

 評価（視診・聴診・触診）呼吸介助, 呼吸筋ストレッチ 

3 循環器 1：理学療法実施に必要な循環器系の知識 

 解剖, 生理,  

4 循環器 2：心臓リハビリテーションについて 

 目的, 手段, リスク管理, CPX 

5 小児 1：理学療法実施に必要な小児疾患の知識 

 代表的な小児疾患について 

6 小児 2：リハビリテーションについて 

 小児疾患に対する運動療法の考え方 

7 スポーツ疾患 1：理学療法実施に必要なスポーツ疾患の知識 

 代表的なスポーツ疾患 

8 スポーツ疾患 2：運動療法 

 運動療法の考え方, テーピングの基礎知識 

9 スポーツ疾患 3：実技 

 運動療法とテーピング技術 

10 スポーツ疾患 4：実技 

 運動療法とテーピング技術 

11 上肢 1：理学療法実施に必要な上肢の知識  

 解剖, 生理, 評価方法 

12 上肢 2：実技 

 上肢疾患に対する運動療法 

13 腰部 1：理学療法実施に必要な腰部の知識 

 解剖, 生理, 評価方法 

14 腰部 2：実技 

 腰部疾患に対する運動療法 

15 下肢 1：理学療法実施に必要な腰部の知識 

 解剖, 生理, 評価方法 

16 下肢 2：実技 

 下肢疾患に対する運動療法 
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【専門分野】日常生活活動論演習 

担当講師 保村 豊 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 健常者を通して、基本的動作能力および生活関連動作能力の概略を知ることから、

セルつケア能力の低下や種々の機能低下を把握し、種々の疾患の ADL 動作能力との

関連を学習する 

学習到達目標 ADL 評価方法および動作分析から中枢神経系疾患および骨・関節疾患その他疾患の

病態との関連から、セルフケア能力低下や要因を把握し理解する 

グループディスカッション、プレゼンテーションができる 

教 科 書 「日常生活活動（ADL）」 第 2 版 （神陵文庫）、配布資料 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

筆記試験（60％）、実技（小テスト）試験（20％）、レポート（10％）、講義出席率（10％） 

＜評価基準＞ 

前述の評価方法・割合の総合点にて評価。6割以上にて合格とす 

授業計画  

回数 内容 

1 基本的起居動作能力の分析① 

 

2 基本的起居動作能力の分析② 

 

3 基本的移動動作能力の分析 

 

4 基本的移乗動作能力の分析 

 

5 福祉用具などの種々の疾患への適用について 

 

6 車椅子などの種々の疾患への適用について 

 

7 骨・関節疾患の主な動作について 

変形性関節症の ADL について 

8 人工関節術後の ADL について 

種々の骨折などの ADL について 

9 関節リウマチの ADL について 

腰痛の ADL について 

10 脊髄損傷の ADL について① 

脊髄損傷の ADL について② 

11 切断の ADL について 

中枢神経疾患の ADL について① 

12 中枢神経疾患の ADL について② 

パーキンソン病の ADL について 

13 脳性麻痺の ADL について 

小テスト 

14 骨・関節疾患の生活関連動作能力について 

中枢神経疾患の生活関連動作能力について 

15 まとめと確認 
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【専門分野】生活環境支援学演習 

担当講師 豊田 愼一 対象学年 Ⅰ部 2年 

概  要 日常生活活動障害を体験し対処方法を考察する。 

地域環境を体験し対処方法を考察する。 

住環境整備を体験し対処方法を考察する。 

学習到達目標 日常生活活動障害を体験し対処方法を考察する。 

車椅子での地域環境体験を通して高齢者、障害者のバリアとなっている環境を知り、改

善方法を考えることができる。 

住宅改修のプランニング方法を理解する。 

教 科 書 理学療法学テキストＸ 生活環境論（神陵文庫） 

理学療法学テキストⅤ 日常生活活動（ADL） 第 2 版 （神陵文庫） 

評価方法 ＜評価方法と割合＞ 

実技課題レポート 

課題プレゼンテーション 

＜評価基準＞ 

実技課題レポート、課題プレゼンテーションの発表内容にて総合的に評価 

授業計画  

回数 内容 

1 
日常生活活動障害 1（グループ課題） 

各種疾患別における日常生活活動障害の考察 

2 
日常生活活動障害 2（グループ課題） 

各種疾患別における日常生活活動障害の体験 

3 
日常生活活動障害 3（グループ課題） 

各種疾患別における日常生活活動障害の対処法と実施 

4 
日常生活活動障害 4（グループ課題） 

日常生活活動障害 1～3 についてプレゼンテーション及びディスカッション 

5 
住環境整備 1（グループ課題） 

各種疾患別における住環境整備の必要性について考察 

6 
住環境整備 2（グループ課題） 

各種疾患別における住環境整備のプランニング 

7 
住環境整備 3（グループ課題） 

各種疾患別における住環境整備の図面作成（実際の依頼を考慮する） 

8 
住環境整備 4（グループ課題） 

住環境整備 1～3についてプレゼンテーション及びディスカッション 

9 
地域環境体験 1（グループ課題） 

学外体験授業に向けて車椅子の整備及び使用者に対する設定の実施 

10 
地域環境体験 2（グループ課題） 

学外授業（車椅子使用による公共交通機関、施設の体験） 

11 
地域環境体験 3（グループ課題） 

学外授業（車椅子使用による公共交通機関、施設の体験） 

12 
地域環境体験 4（グループ課題） 

学外授業（車椅子使用による公共交通機関、施設の体験） 

13 
地域環境体験 5（グループ課題） 

学外授業（車椅子使用による公共交通機関、施設の体験） 

14 
地域環境体験 6（グループ課題） 

地域環境体験 2～5 におけるプレゼンテーション及びディスカッション 

15 
地域環境体験 7（グループ課題） 

地域環境体験 2～5 におけるプレゼンテーション及びディスカッション 
 

 

 

 


